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18 脚のベンチを積んだトラックが出発（2/19） （32ページに記事掲載）
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　坂本町の中
なかたに

谷川沿いを上って行くと、
最も上流に木

き ぎ す

々子地区の集落がある。毎
年、月遅れの七夕の前日（8月6日）、中
谷川を横切るように地区の人たちによっ
て七

たなばたづな

夕綱が掛けられる。
　この七夕綱が「八代・芦北の七夕綱」
として今年の3月2日、国の無形民俗文
化財（記録作成等の措置を講ずべき無形
の民俗文化財）に選択された。かつては
県南部の30カ所以上の地区で行われてい
たが、今では八代市と芦北町の5カ所で
伝承されるのみとなっている。
　昭和 59年 9月 10日発行の「（公民）
館報さかもと」には「木々子地区の七夕
綱が50年ぶりに復活した」との記事が紹
介されている。以前は地区の青年団によっ
て行われていたが、途絶えていた。それを、
木々子老人クラブの久保田政喜会長（賢
一さんの父）など46人の会員が取り組み
を再開したそうだ。
　復活以来、老人クラブが七夕綱を継続
してきた。そして昨年、国の無形民俗文
化財選択に向けた動きを契機に「八代七
夕綱保存会」が発足。地区の自治会で取
り組むことになった。
　昨年の七夕綱作りには地区の28人が参
加。稲藁

わら

や新聞紙などを持ち寄り、濡ら
した藁を叩いてしなやかにする役や綱を

木々子発　八代の七夕綱へ
国の無形民俗文化財に選択

練る役、藁細工を作る役、おにぎりやだ
ご汁（ぜんざい）の昼食を準備する役な
どに分かれて作業が進められた。「村じゅ
う寄って作業をします。皆それぞれに適
材適所の役割があっとです」と賢一さん
はチームワークの良さを強調する。
　鶴や亀、馬、草

わ ら じ

鞋など高度な技術が必
要な藁細工は「師匠」と呼ばれる人たち
が担当。織姫・彦星の人形や扇子、タコ
なども作られた。「藁細工には五穀豊穣や
子孫繁栄などの願いが込められとります」
と榮子さん。ヒュータマゴと呼ばれる卵
の細工は13個つるすことになっている。
「小さい頃は伝染病の赤痢や疫痢が流行っ
ていた。疫病などを、ここから先は通さ
ん（1

とおさん

3）ぞ、との願いが込められとっと
です」と賢一さん。時代とともに藁細工
も少しずつ変わり、鶴や亀は30年ほど前
から作るようになったそうだ。「みんなが
楽しんで作ってくれればよかっです。現
代版七夕綱といったところですかね」と
賢一さんは笑う。約50個の藁細工がつる
された約30ｍの綱は、川の両端の支柱に
渡され、八朔の節句の9月1日まで張ら
れた。
　「坂本では日

にちこう

光地区の人たちが最後まで
七夕綱を続けていました。日光地区にも
ぜひ復活してほしい」と賢一さんは再開
を呼びかけることにしている。
　「思いがけない国選択に驚いています。先
人たちが残してきた地区の誇りを、なんと
かして守り伝えていかなければ。また、坂本
だけのものでなく『八代の七夕綱』として親
しんでもらえるように（市民に）広がってく
れれば」と賢一さんと榮子さんは語る。

（坂本町中谷）

八代七夕綱保存会
久保田  賢一 さん（会長）

  榮子 さん

広報やつしろは、市ホームページ
でもご覧いただけます。

トップページ → 総合案内 → 広報やつしろ

▲中谷川に張り渡された七夕綱

豪華絢爛！長崎刺繍
市立博物館 春季特別展覧会
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市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム  

平
成
27
年
度 

春
季
特
別
展
覧
会

豪
華
絢
爛
！
長
崎
刺
繍

く
ん
ち
に
息
づ
く
風
流
の
心

開
館
時
間
：

休
館
日
：

入
館
料
：

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

　
　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

４
／
27
㈪
・
５
／
７
㈭
・
11
㈪
・
18
日
㈪
・

25
㈪
・
６
／
１
㈪

一
般
５
０
０
円
（
４
０
０
円
）

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

中
学
生
以
下
無
料

（
□
）
内
は
２
０
人
以
上
の
団
体
料
金

※
５
月
５
日
（
こ
ど
も
の
日
）
は
無
料

４
月
24
日
㈮
～

　
　
　
６
月
７
日
㈰

見
る
者
を
ア
ッ
と
言
わ
せ
る
趣
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
が
風
流
の
心

問合せ　博物館　☎３４－５５５５

【特別講演会】
●５月 10 日㈰　午後１時 30 分～３時
　「長崎くんちと長崎刺繍について」
　講師：原

は ら だ

田博
ひ ろ じ

二 氏（元長崎市立博物館長）
●５月 24 日㈰　午後１時 30 分～３時
　「長崎刺繍の制作工程について
　　～万

よろずやまちかさぼこたれ

屋町傘鉾垂『魚
うおづく

尽し』制作秘話～」
　講師：嘉

か せ

勢照
て る た

太 氏（長崎刺繍技術保持者）
※いずれも会場は博物館講義室で、聴講無料。
　先着 80 人、事前申し込み不要。
　（満席の場合、入場をお断りすることがあります。
　時間に余裕を持ってお越しください。）

　
八
代
妙
見
祭
と
も
関
わ
り
の
深
い
「
長
崎
く
ん
ち
」。
傘か
さ
ぼ
こ鉾
や
龍じ

ゃ

踊
り
な
ど

豪
華
な
出
し
物
が
観
客
を
沸
か
せ
ま
す
。「
長
崎
刺し

し
ゅ
う繡
」
は
そ
の
豪
華
さ
を
演

出
す
る
重
要
な
ア
イ
テ
ム
。
繊
細
か
つ
大
胆
な
技
法
に
よ
っ
て
、
ま
つ
り
の
衣

装
や
傘
鉾
の
垂た

れ

（
幕
）
を
彩
る
長
崎
刺
繍
は
、
た
め
息
が
出
る
よ
う
な
魅
惑
の

世
界
を
演
出
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
長
崎
の
人
で
さ
え
７
年
に
一
度
し
か
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
作
品
が
八
代
に
や
っ
て
き
ま
す
。
間
近
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
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保
護
者
が
子
育
て
に
不
安
や
負
担
で
は

な
く
喜
び
や
生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
、
そ
し
て
未
来
の
社
会
を
創

り
、
担
う
存
在
で
あ
る
す
べ
て
の
子
ど
も

一
人
一
人
が
尊
重
さ
れ
、
健
や
か
に
成
長

で
き
る
よ
う
な
社
会
、
す
な
わ
ち
「
子
ど

も
の
最
善
の
利
益
」
が
実
現
さ
れ
る
社
会

を
目
指
し
ま
す
。

　

子
育
て
家
庭
の
状
況
や
子
育
て
支
援
へ

の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
、
教
育
・
保
育
の
事

業
（
幼
稚
園
や
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
）
や
、
地
域
子
育
て
支
援
事
業
（
一

時
預
か
り
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
こ

ど
も
プ
ラ
ザ
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
）

を
、計
画
的
に
整
備
し
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
よ
り
一
層
の

充
実
を
図
り
、安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
６

つ
の
基
本
テ
ー
マ
ご
と
に
施
策
と
重
点
項

目
を
設
定
し
、
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
計
画
の
推
進
は
、毎
年
度
、実
施
状
況
な

ど
の
調
査
審
議
を
行
い
、必
要
に
応
じ
て

点
検
・
評
価
・
見
直
し
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
計
画
の
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実

次
世
代
育
成
支
援
施
策
の
展
開

八
代
市
子
ど
も・子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策
定

安
心
し
て 

子
ど
も
を

生
み
育
て
る
こ
と
が 

で
き
る
ま
ち  

や
つ
し
ろ

　
４
月
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
を

計
画
的
に
進
め
る
た
め
、
今
後
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
新
た
な
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

問合せ
こども未来課
　33-8721

地
域
に
お
け
る

　
子
育
て
支
援
の
充
実

子
ど
も
の
安
全
確
保
と

　
　
生
活
環
境
の
整
備

父
性
や
母
性
の
確
保
と

乳
幼
児
な
ど
の
健
康
の

増
進

仕
事
と
子
育
て
の

　
　
両
立
支
援
の
推
進

子
ど
も
の
心
身
の

健
や
か
な
成
長
に
資
す
る

教
育
環
境
の
整
備

要
保
護
児
童
へ
の
対
応
な
ど

き
め
細
や
か
な
取
組
み
の

推
進

基本テーマ１

基本テーマ 4

基本テーマ 2

基本テーマ 5

基本テーマ 3

基本テーマ 6
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第3子以降の保育料無料化・こども医療費助成

対象を拡大します

応子育て世帯を 援 ４月１日から

問合せ　こども未来課　33-8721

第３子以降の保育料が
３歳以上児でも無料になります

小学６年生までが
対象になります

保育料無料化こども医療費助成

　これまで 18 歳以下の子どもが 3 人以上い
る世帯で、第 3 子以降が 3 歳未満の場合、公
私立保育園の保育料は無料でしたが、4 月 1
日からは 3 歳以上の子どもも無料になります。
　また、認定こども園や小規模保育事業所など
で保育を受ける子どもも第 3 子以降は無料で
す。

　子どもが病気やけがなどで医療機関を利用し
たときの医療費に対する助成の対象は、これま
で小学 3 年生まででしたが、4 月 1 日からは
小学 6 年生までになります。

※平成 27 年度から保育料の算定基礎が所得税
　から市民税へ変更になります。
※保育料の切り替えが毎年９月に行われます。
※保育料表など詳しい内容は市のホームページ
　をご覧ください。

※出生や転入した子ども、４月から新５年生・
　６年生になる児童は受給資格の申請が必要で
　す。早めに手続きをしてください。

※学校行事や部活動での事故やけがで「日本ス
　ポーツ振興センター災害共済給付」の支給を
　受ける場合も対象となりません。災害給付金
　の手続きは各学校にお問い合わせください。

※助成対象となる費用は、保険適用部分になり
　ます。次の場合は対象となりません。
　①健康保険の対象とならない費用
　②入院時の食事療養費
　③健康保険で高額療養費に該当する分

小学生２人と保育園児１人の子どもがいる世
帯の保育園園児の保育料

【例】

０～９歳（小学３年生）

平成 27 年４月
診療分から

対象年齢が次のように変わります
これまで これまで

※これまでと変わりません

有料 無料

無料

園児が３歳以上児の場合 園児が３歳未満児の場合

４月 1 日から ４月 1 日から
０～ 12 歳（小学 6 年生）

無料
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県議会議員選挙

午前 7 時 ～ 午後 8 時

熊本県議会議員八代市・八代郡選挙区一般選挙（定数 4 人）

４月12日 日

問合せ　八代市選挙管理委員会事務局　☎ 30-1663

任期満了による熊本県議会議員一般選挙は、統一地方選挙により行われます。
告示は 4 月 3 日㈮、投票は 4 月 12 日㈰に市内 94 カ所で行います。

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た

人
が
投
票
で
き
ま
す

八
代
市
か
ら
転
出
し
た
人

投
票
方
法

入
場
券

期
日
前
投
票

郵
便
等
投
票
制
度

八
代
市
内
で
転
居
し
た
人

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

投
票
時
間
が
異
な
る
投
票
所

　
県
議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
八
代
市
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、
次
の

要
件
に
該
当
す
る
人
で
す
。

　
八
代
市
か
ら
県
内
の
市
町
村
に
転
出
（
１

回
に
限
る
）
し
た
人
で
、
３
カ
月
以
上
現
住

所
地（
転
出
先
）に
居
住
し
て
い
な
い
人
は
、

八
代
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ

ば
、「
八
代
市
・
八
代
郡
選
挙
区
」
の
投
票

が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、市
区
町
村
長
が
発
行
す
る「
県
内

に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
を
投
票
所

に
持
参
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
方
法
は
、
自
書

式
投
票
で
す
。
投
票
用
紙
に
は
候
補
者
１
人

の
氏
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
２
人
以
上
の

氏
名
を
書
い
た
り
、
他

の
こ
と
を
記
入
す
る
と

投
票
が
無
効
に
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
大
切
な
一
票
で
す
。

正
し
く
書
き
ま
し
ょ
う
。

　
八
代
市
で
投
票
で
き
る
人
に
は
、
個
人
宛

に
入
場
券（
は
が
き
）を
郵
送
し
ま
す
。
同
世

帯
で
も
配
達
日
時
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
入
場
券
が
な
く
て
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
で
本
人
の
確
認
が
取
れ
た

ら
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
確
認
作

業
な
ど
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
入
場
券
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭

な
ど
で
投
票
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
枳げ

ず

ノの

俣ま
た

地
区
公
民
館
を
除
き
、
住
所
地
に

　
３
月
27
日
ま
で
に
住
民
異
動
届
け
を
し
た

人
は
、
新
し
い
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
で

き
ま
す
。

　
そ
の
後
に
異
動
届
け
を
し
た
場
合
は
、
前

住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
４
月
２
日
現
在
で
、
新
た
に
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

①
日
本
国
民
で
あ
る

②
平
成
７
年
４
月
13
日
以
前
生
ま
れ
で
あ
る

③
八
代
市
に
平
成
27
年
１
月
２
日
以
前
に
住

民
票
の
登
録
を
し
、
引
き
続
き
３
カ
月
以

上
居
住
し
て
い
る

※
転
入
届
を
１
月
３
日
以
降
に
し
た
人
は
、八
代

　
市
の
選
挙
人
名
簿
に
は
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
市
役
所
本
庁
舎
に
は
、
期
日
前
投
票
所
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。

※
宣
誓
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
宣
誓
書
は
送
付

　
さ
れ
る
入
場
券
に
添
付
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

　
各
投
票
所
に
も
設
置
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
期
日
前
投
票
を
行
う
日
に
20
歳
未
満
の
人
は
投

　
票
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
登
録
内
容
に
異
議
が
あ
る
人
は
、

縦
覧
日
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
対
し
、
異
議

の
申
し
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
月
３
日
㈮

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
千
丁
支
所
２
階
）

縦
覧
日

縦
覧
時
間

縦
覧
場
所

よ
る
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
左
表
内
の

ど
の
会
場
で
も
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

場所 受付期間 受付時間

期日前・
不在者投票所

やつしろハーモニーホール
多目的ホール

4月4日㈯～11日㈯ 午前8時30分～午後8時千丁支所   第１会議室（1 階）
鏡  支  所   第１会議室（1 階）
坂本公民館   ロビー         （1 階）

4月4日㈯～11日㈯ 午前8時30分～午後7時東陽支所  小会議室　   （1 階）
振興センターいずみ     （2 階）
特産品研究室
南部市民センター        （1 階）
会議室 4月4日㈯～11日㈯ 午前8時30分～午後5時

期日前投票所
振興センター五家荘     （1 階）
多目的室 4月9日㈭～11日㈯ 午前8時30分～午後5時

枳ノ俣地区公民館
※枳之俣（坂本町）にお住まいの人のみ 4月11日㈯ 午前 9 時～午前 11 時

	

い
。

　
市
内
の
指
定
施
設
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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郵
便
等
投
票
制
度

選
挙
公
報

開  

票

投
票
時
間
が
異
な
る
投
票
所

投
票
所
の
変
更

点
字
投
票
制
度

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人
で

戦
傷
病
者
手
帳
を
持
つ
人
で

介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
持
つ
人
で

代
理
投
票
制
度

病
院
・
施
設
な
ど
に

入
院
（
入
所
）
し
て
い
る
人

　
こ
れ
は
、
制
度
の
適
用
を
受
け
た
人
が
自

宅
で
投
票
用
紙
に
記
入
し
、
郵
便
な
ど
で
投

票
を
す
る
制
度
で
す
。

　
適
用
を
受
け
る
に
は
、
郵
便
等
投
票
証
明

書
の
交
付
申
請
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
の

で
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
選
挙
公
報
は
４
月
８
日
㈬
以
降
の
新
聞

（
朝
刊
）
に
折
り
込
み
配
布
し
ま
す
。
新
聞

を
購
読
し
て
い
な
い
人
は
、
市
役
所
や
各
支

所
、
公
民
館
、
新
聞
販
売
店
な
ど
で
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
郵
送
を
希
望
す
る
人
に
は
、
自
宅
へ
郵
送

し
ま
す
の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
送
料
無
料
）。
以
前
の

選
挙
で
、
選
挙
公
報
郵
送
の
申
込
み
を
し
た

人
は
、
申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
選
挙
公
報
は
、
熊
本
県
選
挙
管
理

委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
ま

す
。

【
開
票
を
参
観
す
る
人
へ
お
願
い
】

・
開
票
所
周
辺
施
設
へ
の
無
断
駐
車
は
ご
遠

①
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
の
障
が
い
の

　
程
度
が
１
級
ま
た
は
２
級
の
人

①
両
下
肢
、
体
幹
の
障
が
い
の
程
度
が
特
別

　
項
症
か
ら
第
２
項
症
の
人

①
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
の
人

②
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、

　
直
腸
、
小
腸
の
障
が
い
の
程
度
が
１
級
ま

　
た
は
３
級
の
人

②
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、

　
直
腸
、
小
腸
、
肝
臓
の
障
が
い
の
程
度
が

　
特
別
項
症
か
ら
第
３
項
症
の
人

③
免
疫
、
肝
臓
の
障
が
い
の
程
度
が
１
級
か

　
ら
３
級
の
人

　
次
の
投
票
区
で
は
、
終
了
時
間
を
繰
り
上
げ
ま

す
。
詳
し
く
は
入
場
券
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
第
18
投
票
区
の
投
票
所
が
次
の
と
お
り
変
更

に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
入
場
券
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
目
が
不
自
由
な
人
が
点
字
で
投
票
す
る
制

度
で
す
。
各
投
票
所
に
は
、
点
字
投
票
用
の

投
票
用
紙
と
点
字
器
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

投
票
所
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
病
気
や
け
が
な
ど
で
、
１
人
で
投
票
用
紙

に
字
が
書
け
な
い
人
の
た
め
の
制
度
で
、
投

票
事
務
従
事
者
の
２
人
が
立
ち
会
っ
て
本
人

の
代
理
で
投
票
用
紙
に
記
入
す
る
も
の
で

す
。
従
事
者
は
、
投
票
の
秘
密
を
守
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
投
票
用
紙
へ
の
記
入
が
困
難
な
人
は
、
投

票
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
病
院
や
施
設
に
入
院（
入
所
）し
て
い
る
人
は
、

そ
の
施
設
が
「
不
在
者
投
票
施
設
」
と
し
て
指
定

を
受
け
て
い
る
場
合
、
そ
の
施
設
内
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
入
院
（
入
所
）
中
の
施
設
が
不
在
者
投
票
指
定

施
設
で
あ
る
か
は
、
施
設
に
確
認
す
る
か
、
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

（
前
回
）
八
千
把
小
学
校
浜
分
校
屋
内
運
動
場

（
今
回
）
杉
の
実
保
育
園
遊
戯
室

↓

坂
本
町

泉
町

第
45
～
56・58
～
61
投
票
区

第
87
～
91
投
票
区

第
57
・
62
投
票
区

第
92
～
94
投
票
区

午
後
６
時
ま
で

東
陽
町

全
投
票
区

午
後
６
時
ま
で

午
後
６
時
ま
で

午
後
４
時
ま
で

午
後
４
時
ま
で

４
月
12
日
㈰ 

午
後
９
時
30
分
～

市
総
合
体
育
館  

大
ア
リ
ー
ナ

日
時

場
所

い
。

　
市
内
の
指
定
施
設
は
次
の
と
お
り
で
す
。

八代市内　不在者投票指定施設

熊 本 労 災 病 院 市立病院 熊 本 総 合 病 院
桜十字八代病院 敬仁病院 丸田病院
医 師 会 立 病 院 ハピネスケア日南 向 春 苑
アメニティゆうりん 希       望 かがみ苑
行 楽 園 保 寿 寮 あさひ園
みなみ園 ま 心 苑 偕 老 苑
す ず ら ん の 里 すずらんの杜 安寿の里
か ん ね さ こ 荘 千 草 寮 坂本の里一灯苑

　
慮
く
だ
さ
い
。

・
開
票
を
参
観
す
る
人
の
駐
車
場
は
市
総
合

　
体
育
館
南
側
駐
車
場
で
す
。
午
後
９
時
か

　
ら
利
用
で
き
ま
す
。

政治家は有権者に寄附を『贈らない』
有権者は政治家に寄附を『求めない』
政治家から有権者への寄附は『受け取らない』

八代市明るい選挙推進協議会

【平成27年3月1日現在】
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道
路
や
水
路
な
ど
の
不
法

占
用
は
危
険
で
す

新市誕生10周年
記念事業

　平成 27 年度は、新「八代市」誕生 10 周年の節目の年となり、「新
市誕生 10 周年記念」を冠した記念事業の実施を計画しています。
★は10周年記念特別事業です。（とき・ところ・問合せ先を掲載）
※各行事の開催期日などは変更となる場合があります。

　

平
成
27
年
9
月
5
日
㈯

　
厚
生
会
館

　
厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６

★
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

　

公
開
番
組「
吹
奏
楽
の
ひ
び
き
」

　
平
成
27
年
度
中

　（
目
的
）市
民
活
動
へ
の
補
助

　
企
画
政
策
課
☎
33
４
１
０
４

★
市
民
活
動
特
別
支
援
事
業

　
平
成
28
年
2
月

　
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
市
民
活
動
政
策
課
☎
33
４
４
８
２

★
住
民
自
治
に
よ
る

　

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

平
成
27
年
9
月

　
日
奈
久
温
泉
街
一
帯

　
観
光
振
興
課
☎
33
４
１
１
５

★
全
国
山
頭
火
フ
ォ
ー
ラ
ム

 　
　
　

     　

in
日
奈
久

　

平
成
27
年
8
月

　
市
議
会
議
場

　
広
報
広
聴
課
☎
33
４
１
０
１

★
中
学
生
に
よ
る

　
　
　

子
ど
も
議
会

　
平
成
27
年
8
月
1
日
㈯

　
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
秘
書
課
☎
34
１
１
６
０

★
新
市
誕
生

　
　
　

10
周
年
記
念
式
典

　
平
成
27
年
9
月
～
平
成
28
年
3
月

　
八
代
市
域

　
観
光
振
興
課
☎
33
４
１
１
５

★
八
代
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

< 

そ
の
他 

記
念
事
業
一
覧 >

平
成
27
年
5
月

  

・
九
州
国
際
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
２
０
１
５

  

・
ふ
る
郷
愛
鏡
祭

  

・
八
代
市
民
体
育
祭（
5
月
～
9
月
）

6
月

	 

・
平
家
い
ず
み
お
茶
祭
り

  

・
木
村
多
江
ひ
と
り
芝
居
「
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
」

7
月

  

・
い
き
い
き
ふ
く
し
ス
ポ
ー
ツ
大
会

  

・ 

夏
季
特
別
展
覧
会「
な
る
ほ
ど
！
妙
見
さ
ん
」

8
月

	 

・
八
代
く
ま
川
祭
り

  

・
石
川
綾
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

  

・
全
国
小
学
生
Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

9
月（
～
11
月
）

  

・
八
代
市
文
化
祭

10
月

	 

・
や
つ
し
ろ
全
国
花
火
競
技
大
会

  

・
せ
ん
ち
ょ
う
い
草
の
里
ま
つ
り

  

・
東
陽
し
ょ
う
が
祭

11
月

  

・
八
代
市
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

  

・
２
０
１
５
み
な
と
八
代
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

  

・
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

  

・
坂
本
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

12
月

	 

・
ダ
ン
ボ
ー
ル
人
形
劇
場
「
お
花
の
ハ
ナ
ッ

　

  

ク
の
物
語
」

平
成
28
年
1
月

	 

・
八
代
こ
ど
も
科
学
フ
ェ
ア

  

・
八
代
市
校
区
対
抗
駅
伝
競
走

2
月

		

・
い
っ
そ
Ｄ
Ｅ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

  

・
城
下
町
「
や
つ
し
ろ
」
の
お
雛
祭
り
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道路などへの広告物の設置は
許可が必要です

道
路
占
用
と
は

道
路
や
水
路
な
ど
の
不
法

占
用
は
危
険
で
す

屋
外
広
告
物
に
は
許
可
制

度
が
あ
り
ま
す

道
路
以
外
の
公
共
物
占
用

道
路
に
は
、
安
全
で
快
適
に
利
用
す
る

た
め
の
ル
ー
ル
が
道
路
法
な
ど
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。「
道
路
占
用
許
可
制
度
」
は
、

そ
の
一
つ
で
す
。

　
最
近
、
看
板
が
道
路
に
落
下
し
、
歩
行
者

を
巻
き
込
む
重
大
な
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
道
路
の
上
空
に
設
置
す
る
看
板
な
ど
の

工
作
物
も
安
全
管
理
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま

す
。

問合せ　土木課　☎ 33-4121

アドバルーン

下記のものには広告物を貼り付け、結び付け、打ち付けたりしてはいけません。

!

!

!

!

!

!

!

!

!

!

!

!

!

!

!

!

!

!

広告塔

広告幕

壁面塗り付け

シール貼り

広告板

立看板

突出看板

広告旗

!

!

!

!

!

!

道路に日よけ、突出看板などを出す時
には、屋外広告物などの設置基準を満
たし、「道路占用許可」が必要です。

道路の「不法占用」は大変危険です。

!

!

!下記のものには広告物を貼り付け、結び付け、打ち付けたりしてはいけません。
例）電柱・街路樹・信号機・街灯・道路標識・ガードレール

　
道
路
の
占
用
と
は
、「
道
路
に
一
定
の
工
作

物
、
物
件
ま
た
は
施
設
を
設
け
、
継
続
し
て
道

路
を
使
用
す
る
こ
と
」
を
い
い
ま
す
。
上
空
、

地
下
を
問
わ
ず
設
置
さ
れ
る
も
の
は
全
て
許
可

申
請
が
必
要
で
す
。

　
里
道
、
水
路
な
ど
の
公
共
物
に
も
、
安
全
で

快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
ル
ー
ル

が
、「
八
代
市
法
定
外
公
共
物
管
理
条
例
」
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
が
管
理
す
る
道
路
、
水
路
な
ど
の
う
ち
、

道
路
法
、
河
川
法
な
ど
の
適
用
が
な
い
、
里
道
、

水
路
な
ど
に
工
作
物
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

上
空
、
地
下
を
問
わ
ず
、
設
置
さ
れ
る
も

の
は
全
て
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

●
八
代
市
法
定
外
公
共
物
占
用
と
は

【
具
体
例
】

【
具
体
例
】

【
問
合
せ
】

突
出
看
板
、
日
よ
け
、
仮
設
足
場
、
排
水
管

な
ど
の
埋
設
管
、
上
空
・
地
下
の
電
線
類
・

管
路
・
通
路
、
電
柱
な
ど
の
柱
類
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
な
ど

水
路
上
に
通
路
と
し
て
設
置
す
る
橋
梁
や
フ

タ
、
そ
の
他
道
路
占
用
の
例
と
同
じ

　
道
路
や
水
路
は
大
切
な
公
共
空
間
で
す
。
次

の
３
つ
の
物
件
は
通
行
の
妨
げ
や
事
故
の
原
因

に
な
り
、
大
変
危
険
で
す
。
絶
対
に
お
や
め
く

だ
さ
い
。

道
路
上
へ
の
商
品
の
は
み
出
し
陳
列
・
立

て
看
板
・
広
告
旗
な
ど

①②③
水
路
に
設
置
さ
れ
た
鉄
板
な
ど

自
宅
や
駐
車
場
入
口
前
の
道
路
に
設
置
さ

れ
た
乗
り
上
げ
ブ
ロ
ッ
ク
や
鉄
板
な
ど

　

屋
外
広
告
物
の
無
秩
序
な
掲
出
は
、
景
観
を

害
し
た
り
視
界
の
遮
断
に
よ
る
交
通
事
故
や
倒

壊
、
時
に
は
人
身
に
危
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
県
で
は
条
例
に
よ
り
屋

外
広
告
物
の
許
可
制
度
を
設
け
、
必
要
な
規
制

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
場
合
は
、
掲
出
す

る
地
域
や
屋
外
広
告
物
の
面
積
な
ど
に
応
じ

て
、
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

県
南
広
域
本
部 

土
木
部 

維
持
管
理
課

　

☎
33
４
１
６
６

道路占用・河川占用の問合せ先
▼市管理道路・法定外公共物・準用
　河川（一級、二級以外の河川）の占用

▼県道（市内の国道219号、443号、
　445号を含む）・二級河川

▼一級河川

▼国道（八代管内の国道３号）

土木管理課 　       ☎ 33-4121
または各支所 建設事務所

県南広域本部 土木部
維持管理課           ☎ 33-4166

国交省九州地方整備局
八代出張所　　     ☎ 32-4892

国交省九州地方整備局 熊本河川
国道事務所 八代維持出張所 　                     
　　　　　　　　 ☎ 32-4271

アドバルーン
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平成 27 年度

対
象
者
に
は
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

国民健康保険税の仮算定

　

平
成
27
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
（
仮
算
定
）
の
納
税
通
知
書
を
、

４
月
中
旬
頃
ま
で
に
、
世
帯
主
宛

に
送
付
し
ま
す
。
世
帯
主
自
身
が

国
保
加
入
者
で
な
く
て
も
、
世
帯

内
に
加
入
者
が
い
る
場
合
は
、
世

帯
主
が
納
税
義
務
者
で
す
。

　

仮
算
定
期
間
は
1
～
3
期
で

す
。
税
額
は
、
平
成
26
年
度
国
保

税
年
額
の
12
分
の
1
相
当
額
を
各

1
期
分
の
税
額
と
し
て
算
定
し
ま

す
。

▼
普
通
徴
収
世
帯

　  （
納
付
書
や
口
座
振
替
の
人
）

　

仮
算
定
期
間
は
1
～
3
期
で

す
。
税
額
は
原
則
と
し
て
、
平
成

26
年
度
国
保
税
年
額
の
6
分
の
1

相
当
額
を
各
1
期
分
の
税
額
と
し

て
算
定
し
ま
す
。

▼
特
別
徴
収
世
帯

　  （
年
金
差
引
の
人
）

仮算定
4月 1期
5月 2期
6月 3期

本算定

7月 4期

3月 12期

仮算定

4月 1期

6月 2期

8月 3期

本算定

10月 4期

12月 5期

2月 6期

　

国
保
税
の
算
定
や
軽
減
を
す
る

た
め
に
、
確
定
申
告
や
市
県
民
税

申
告
が
不
要
な
人
で
も
、
国
保
税

の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

左
記
以
外
の
人
は
、
た
と
え
収

入
が
0
円
で
も
申
告
が
必
要
で

す
。

・
国
保
税
の
算
定
に
用
い
る
所
得

　

が
分
か
ら
な
い
た
め
、
標
準
的

　

な
課
税
と
な
り
、
低
所
得
世
帯

　

で
あ
っ
て
も
国
保
税
が
軽
減
さ

　

れ
な
い
。

・
前
期
高
齢
者（
70
歳
～
74
歳
）の

　

負
担
割
合
、
食
事
代
減
額
の
判

　

定
や
高
額
療
養
費
支
給
の
自
己

　

負
担
限
度
額
の
判
定
が
で
き
な

　

い
。

　

倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど

に
よ
り
離
職
し
た
人
に
は
、
国
保

税
と
高
額
療
養
費
な
ど
の
自
己
負

担
限
度
額
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・
※
給
与
収
入
者

・
※
年
金
受
給
者

・
確
定
申
告
を
税
務
署
に
し
た
人

・
市
県
民
税
の
申
告
を
市
に
し
た
人

・
18
歳
未
満
の
人

※
給
与
、
年
金
以
外
に
所
得
が
あ
る
人

　
は
申
告
が
必
要
。

申
告
が
な
い
と
左
記
の
よ
う
な

不
利
益
を
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

非
自
発
的
に
離
職
し
た
65
歳
未
満

の
人
へ
の
軽
減
措
置

収
入
が
0
円
で
も

　
　
申
告
が
必
要
で
す

国民健康保険の届出を
お忘れなく

下記のような場合には、14 日以内
に市役所国保ねんきん課または各支
所健康福祉地域事務所の窓口へ、必
ず届出をお願いします。

■国保に入るとき  
・職場の健康保険などの資格がな
　くなったとき
・他の市町村から転入したとき
・生活保護を受けなくなったとき
・出生したとき

■国保をやめるとき  
・職場の健康保険などに加入した
　とき
・他の市町村へ転出したとき
・生活保護を受け始めたとき
・死亡したとき

［　　　　　 ］

国民健康保険税の仮算定を行います。
収入が 0 円でも申告が必要です。

問合せ　　国保ねんきん課 ☎３３－４１１３
　　　　　各支所健康福祉地域事務所

～～

　
被
用
者
保
険
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
人

の
軽
減
（
特
例
措
置
）
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軽減割合
軽減後の均等
割額（年額）

被保険者と世帯主の＊総所得金額等の合計額が
下記に該当する世帯

９割 4,790 円
33 万円を超えない世帯で、被保険者全員が年金収入 80万
円以下であり、そのほかの所得がない世帯

8.5 割 7,185 円 33 万円を超えない世帯

5割 23,950 円
33 万円＋（26万円×被保険者数）を超えない世帯
　　　　　　　↳（24.5 万円から拡大）

2割 38,320 円
33 万円＋（47万円×被保険者数）を超えない世帯
　　　　　　　↳（45万円から拡大）

＊総所得金額等は、専従者控除や譲渡所得特別控除の適用前になります。
　年金所得は、高齢者特別控除１５万円を差し引いた額で判定します。

◆
均
等
割
額
の
軽
減

　
所
得
の
低
い
人
の
軽
減

　
被
用
者
保
険
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
人

の
軽
減
（
特
例
措
置
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
日
の
前

日
ま
で
被
用
者
保
険
（
協
会
け
ん
ぽ
、
健
保
組

合
、
共
済
組
合
な
ど
）
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
た
人
は
、
保
険
料
の
均
等
割
額
が
９
割
軽
減

さ
れ
ま
す
（
所
得
割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
）。

　
平
成
27
年
度
の
保
険
料
は
４
７
０
０
円
。

◆
所
得
割
額
の
軽
減

　

被
保
険
者
の
総
所
得
金
額
等
が
91
万
円
を
超

え
な
い
人
は
、
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

平
成
27
年
度
は

　
保
険
料
の
軽
減
対
象
者
を
拡
大

平
成
26
・
27
年
度
の
保
険
料
額

　・保険料は被保険者一人一人が納めます。

　・保険料率は２年ごとに見直され、県内で均一となります。

保
険
料
の
納
め
方

●
特
別
徴
収
の
場
合

　
今
年
４
月
か
ら
、
年
金
か
ら
の
差
し
引
き

（
年
６
回
）
で
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

　
４
・
６
・
８
月
に
差
し
引
か
れ
る
保
険
料
額

は
２
月
と
同
額
で
、
昨
年
７
月
に
送
付
し
た

保
険
料
決
定
通
知
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

●
普
通
徴
収
の
場
合

　
今
年
７
月
か
ら
納
付
書
か
口
座
振
替
（
年

９
回
）
で
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

　
加
入
し
て
す
ぐ
の
人
は
、
年
金
か
ら
の
差

し
引
き
開
始
ま
で
６
ヵ
月
か
ら
１
年
程
度
か

か
る
た
め
、
納
付
書
か
口
座
振
替
で
の
納
付

と
な
り
ま
す
。

●
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
へ
の
変
更

　
保
険
料
の
納
付
は
特
別
徴
収
が
原
則
で
す

が
、
申
し
出
に
よ
り
口
座
振
替
で
の
納
付
に
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

総所得金額等 ＝（　　　　　　　）＋（　　　　　　 ）＋（　　　　　 ）公的年金収入－
公的年金等控除額

給与収入　－
給与所得控除額

その他の収入
－必要経費

保険料額（年額）
※上限額５７万円

均 等 割 額　
４７，９００円 総所得金額等

　－３３万円
所得割率
９．２６％

所 得 割 額
＝　　　　　　　　＋（　　　　　　 ）× 

・
75
歳
以
上
の
人
（
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
自
動
的

　
に
加
入
）

・
65
～
75
歳
未
満
の
人
で
一
定
の
障
害
が
あ
る
人

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
　
　
　
　
・
保
険
料

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
者

※
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
人
と
は
、
身
体
障

　
納
め
方
に
は
年
金
か
ら
差
し
引
く
「
特
別
徴

収
」
と
、納
付
書
か
口
座
振
替
の
「
普
通
徴
収
」

が
あ
り
ま
す
。

　保険料額は加入者全員が等しく負担する「均等割額」と、所得に応じて負担

する「所得割額」で構成されます。

問
合
せ
　
国
保
ね
ん
き
ん
課
☎
33
４
４
９
０

　
　
　
　
各
支
所
健
康
福
祉
地
域
事
務
所

害
者
手
帳
に
記
載
さ
れ
た
障
が
い
の
等
級

が
１
～
３
級
と
４
級
の
一
部
の
人
、
ま
た

は
同
程
度
の
人
で
す
。

※
一
定
の
障
が
い
に
該
当
す
る
人
の
加
入

（
障
が
い
の
認
定
の
申
請
）
は
任
意
で
、

い
つ
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

（100 円未満切り捨て）
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保険料・利用者負担金の改定
介護保険制度改正に伴う

● 

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
し
た

● 

介
護
老
人
福
祉
施
設
の

　 

入
所
基
準
が
変
わ
り
ま
し
た

● 

食
費
・
居
住
費
の
補
足
給
付

　 

の
適
用
条
件
が
変
わ
り
ま
す

● 

利
用
者
負
担
段
階
区
分
の

　 

一
部
新
設

● 

介
護
保
険
の
財
源

基
準
額
年
額
６
９
６
０
０
円

（
月
額
５
８
０
０
円
）
※
平
成
27
年
４
月
～

　
65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
は
、市
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
総
費
用
が
ま
か
な
え
る
よ
う
算
出
さ
れ
た

「
基
準
額
」を
も
と
に
決
ま
り
ま
す
。
基
準
額
は
、

市
で
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
総
費
用
に
65
歳

以
上
の
人
の
負
担
分
22
％
を
乗
じ
、
65
歳
以
上

の
人
数
で
割
っ
た
も
の
で
す
。
第
6
期（
平
成
27

～
29
年
）の
保
険
料
は
、
住
民
税
の
課
税
状
況
な

ど
に
応
じ
て
9
段
階
別
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

（
段
階
の
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
今
後
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
か
ら
３
年
間
に
必
要

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
総
費
用
は
、
約
４
０
１
億

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
4
月

か
ら
、
介
護
老
人

福
祉
施
設
（
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

へ
の
新
規
入
所
基

準
は
、
原
則
、
要

介
護
3
以
上
の
人

と
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
継
続
入
所
の
人
や
要
介
護
1
・

2
の
人
で
も
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る

場
合
な
ど
、
特
例
的
に
入
所
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
8
月
か
ら
、
配
偶
者
が
住
民
税

課
税
者
で
あ
る
場
合
や
、
預
貯
金
な
ど
が
※
一

定
額
を
超
え
る
場
合
な
ど
は
食
費
・
居
住
費

の
補
足
給
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
が
補
足
給

付
要
件
の
収
入
と
し
て
勘
案
さ
れ
ま
す
。

※
単
身
１
０
０
０
万
円

　
夫
婦
２
０
０
０
万
円

　
介
護
保
険
の
運
営
に
必
要
な
財
源
の
半
分

は
国
・
県
・
市
町
村
が
負
担
し
、
残
り
を
65

歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）
が
22
％
、

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
（
第
2
号
被
保
険

者
）
が
28
％
負
担
す
る
保
険
料
で
賄
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
8
月
か
ら
、
利
用
者
負
担
段
階

区
分
に
「
現
役
並
所
得
相
当
４
４
４
０
０
円
」

が
新
設
さ
れ
ま
す
。

・
同
一
世
帯
に
課
税
所
得
１
４
５
万
円
以
上

　
の
第
１
号
被
保
険
者
が
い
て
、
年
収
が
単

　
身
世
帯
３
８
３
万
円
以
上
、
2
人
以
上
世

　
帯
５
２
０
万
円
以
上
の
人

● 

利
用
者
負
担
割
合
の
変
更

　
平
成
27
年
8
月
か
ら
、
一
定
以
上
の
所
得

が
あ
る
人
が
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
場
合
の
負
担
割
合
は
、
１
割
か
ら
２
割
へ

変
更
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受
け
て

い
る
人
に
は
、
利
用
者
負
担
割
合
を
記
載
し
た

「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」
を
送
付
し
、
今
後
、

認
定
を
受
け
た
人
に
も
発
行
さ
れ
ま
す
。

・
本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
１
６
０
万
円
以
上

・
同
一
世
帯
の
第
１
号
被
保
険
者
の
年
金
収

　
入
＋
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
が

　
→
単
身
世
帯
２
８
０
万
円
以
上
の
人

　
→
2
人
以
上
世
帯
３
４
６
万
円
以
上
の
人

<

対
象>  
※
ど
ち
ら
も
該
当
す
る
人

<

対
象>

　平成 27 年度から 3 年間の保険料・利用者負担金は、介護保
険制度改正に伴い策定した「八代市高齢者福祉計画・第 6 期八
代市介護保険事業計画」に基づき改定します。また、介護老人
福祉施設の入所基準や食費・居住費の補足給付の適用条件も変
わります。

問合せ　　長寿支援課　☎３２－１１７５

介護保険給付費と認定者数の推移

140
8,500

8,000

7,500

7,000

6,500H24 H25 H26 H27 H28 H29

130

120

110

100

介護給付費 認定者数◆

人億円
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● 

普
通
徴
収
の
人 
（
納
付
書
払
い
や
口
座
振
替
の
人
）

● 

特
別
徴
収
の
人
（
年
金
天
引
き
の
人
）

所得段階
区分

年間
保険料額 算 定 方 法

月 額

第１段階
34,800 円

基準額年額 × 0.50
 2,900 円

第２段階
52,200 円

基準額年額 × 0.75
 4,350 円

第 3 段階
52,200 円

基準額年額 × 0.75
 4,350 円

第 4 段階
62,600 円

基準額年額 × 0.9
5,220 円

第 5 段階
69,600円

基準額年額
5,800円

第 6 段階
83,500 円

基準額年額 × 1.20
 6,960 円

第 7 段階
90,500 円

基準額年額 × 1.30
7,540 円

第 8 段階
104,400 円

基準額年額 × 1.50
8,700 円

第 9 段階
118,300 円

基準額年額 × 1.70
9,860 円

平成 27 年度 介護保険料の年額をチェック

　
納
入
方
法
は
、
基
本
的
に
年
金
支
給
時
に
差
し

引
か
れ
る「
特
別
徴
収
」で
す
。特
別
徴
収
の
対
象

と
な
ら
な
い
人
は
、納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
入

す
る「
普
通
徴
収
」に
な
り
ま
す
。

　
本
年
度
の
介
護
保
険
料
（
年
額
）
は
８
月
に
確

定
し
ま
す
。
本
徴
収
の
お
知
ら
せ
は
、
８
月
に
通

知
を
送
付
し
ま
す
。

　
仮
徴
収
は
、１
～
３
期
（
４･

６・８
月
）で
す
。

仮
徴
収
額
や
徴
収
月
ご
と
の
金
額
を
明
記
し
た
は

が
き
を
送
付
し
ま
す
。

　
仮
徴
収
は
、１
～
４
期
（
４
～
７
月
）で
す
。納

付
書
払
い
の
人
に
は
、納
付
書
を
封
書
で
送
付
し

ま
す
。口
座
振
替
の
人
に
は
、仮
徴
収
額
や
徴
収
月

ご
と
の
金
額
を
明
記
し
た
は
が
き
を
送
付
し
ま

す
。

仮
徴
収

1 期 4月
2期 5月
3期 6月
4期 7月

本
徴
収

5 期 8月
6期 9月
7期 10月
8期 11月
9期 12月
10期 1月
11期 2月
12期 3月

納　期

仮
徴
収

1 期 4月
2期 6月
3期 8月

本
徴
収

4 期 10月
5期 12月
6期 2月

　納　期

スタート

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

A

D
E
F

G

B

C

はい

生活保護を受けている

世帯内に住民税
を納めている人
がいる

本人の前年の合計所
得金額と課税年金収
入額の合計が 80 万
円以下である

本人の前年の合計所得金額が

本人が市町村民税を
納めている

前年の合計所得金額
と課税年金収入額の
合計が
A：80万円以下
B：80万円超～120万円以下
C：120万円超

D：120万円未満
E：120万円以上～190万円未満
F：190万円以上～290万円未満
G：290万円以上

介護保険料
65歳以上の人に

仮徴収通知書を送付します
　65 歳以上の人の介護保険料は、前年の所得が確定する
までは、暫定的に前年度の所得などに応じて算定した額を
納める「仮徴収」を行います。
　平成 27 年度の仮徴収の通知書を４月中旬に送付します。

問合せ　長寿支援課　32-1175

第 6 期（平成 27 ～ 29 年度）介護保険料額

※第１段階の人は、介護保険法施行令の交付により、保険料率を
　0.5 から 0.45 に変更する予定です。
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

4月 1日から名称が変わります

新名称（愛　称） 旧　名　称 所　在　地 電話番号 担当地区

第１地域包括支援センター
（ふるさと）

地域包括支援センター
安寿の里 鏡町両出 880-1 53-2601 鏡・東陽・泉

第 2地域包括支援センター
（やまびこ）

地域包括支援センター
あさひ園 上日置町 2345 30-8071 太 田 郷・ 昭 和・

龍峯・千丁
第 3地域包括支援センター
（みらい）

地域包括支援センター
ゆうりん 古閑浜町 3041 33-9880 松高・八千把

第 4地域包括支援センター
（しおかぜ）

地域包括支援センター
とまと 郡築一番町 180-1 37-3337 代陽・八代・麦島・

郡築
第 5地域包括支援センター
（くまがわ）

地域包括支援センター
くまがわ 植柳上町 683-1 35-1111 植柳・高田・金剛・

宮地
第 6地域包括支援センター
（おれんじ）

地域包括支援センター
みなみ 日奈久塩南町 146-7 38-3373 日 奈 久・ 二 見・

坂本

身近な相談窓口や介護・福祉サービスの申請代行などでご利用ください。

名　　　　称 所　在　地 電話番号 担当地区

あんしん相談センター　一灯苑 坂本町坂本 1071 45-2320 坂本

あんしん相談センター　さわやか荘 泉町下岳 2974 67-2038 泉

問合せ　長寿支援課

　☎３３－４４３６

　
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
を
継
続
で
き
る

よ
う
に
、地
域
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
「
八
代
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
６
箇
所
設
置
し
て
い
ま
す
。

　（
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

　
高
齢
者
を
支
え
る
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
支
援
の
ほ
か
、
高
齢
者
に
と
っ
て
暮
ら
し
や

す
い
地
域
に
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
支
援
し
ま
す
。

　（
権
利
擁
護
）

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
虐
待

の
早
期
発
見
・
防
止
、
消
費
者
被
害
な
ど
に
対

応
す
る
ほ
か
、
成
年
後
見
制
度
の
紹
介
や
関
係

機
関
と
の
連
携
を
行
い
ま
す
。

　（
総
合
相
談
支
援
）

　
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
介
護
・
福
祉
・
保
健
・

医
療
に
関
す
る
相
談
を
受
け
、
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
紹
介
し
ま
す
。

　（
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

　
身
体
の
機
能
や
体
力
に
不
安
が
あ
る
人
や
、

今
の
健
康
を
維
持
し
た
い
人
へ
介
護
予
防
の
取

り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

◆
「
困
っ
た
な
ぁ
」
を
一
緒
に
考
え
ま
す

◆
あ
な
た
の
元
気
を
応
援
し
ま
す

◆
地
域
の
協
力
体
制
を
支
え
ま
す

◆
安
心
・
安
全
の
た
め
に

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健
師
や

社
会
福
祉
士
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
な
ど
の

専
門
職
が
相
談
に
応
じ
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢

者
の
み
な
さ
ん
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

八代市地域包括支援センター一覧

八代市あんしん相談センター（坂本地区・泉地区）
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生
活
困
窮
者
へ
の

支
援
制
度
が
始
ま
り
ま
す

問 合 せ
生活援護課
☎ 33-8722

４月から

　
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人
の
相
談
窓
口

「
八
代
市
自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
市

社
会
福
祉
協
議
会
本
所
内
・
鏡
支
所
内
に

設
置
し
ま
し
た
。

八代市自立相談支援センター
６２－８２２８ 5２－0 6 7 7

八代市社会福祉協議会本所内
本町１丁目９番14号（本町アーケード内）

鏡支所内
鏡町鏡村720

こんなときはまず、ご相談ください

　
専
門
の
支
援
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
支

援
員
は
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
を
あ
な
た
と
一

緒
に
考
え
、
具
体
的
な
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、
寄
り
添
い
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

そ
の
他
、
一
時
生
活
支
援
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
離
職
な
ど
で
住
居
を
失
っ
た
人
、
ま
た
は
そ

の
恐
れ
が
高
い
人
に
は
、
就
職
に
向
け
た
活
動

を
す
る
こ
と
な
ど
を
条
件
に
、
一
定
期
間
、
家

賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。

　
生
活
の
土
台
と
な
る
住
居
を
整
え
た
上
で
、

就
職
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
者
が
自
分
で
家
計
を
管
理
で
き
る
よ
う

に
、
状
況
に
応
じ
た
支
援
計
画
の
作
成
、
相
談

支
援
、
関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
、
貸
付
の
あ
っ

せ
ん
な
ど
を
行
い
、
早
期
の
生
活
再
生
を
支
援

し
ま
す
。

　
子
ど
も
と
保
護
者
の
双
方
に
次
の
よ
う
な
支

援
を
行
い
ま
す
。

・
子
ど
も
の
学
習
支
援

・
日
常
的
な
生
活
習
慣
、
仲
間
と
出
会
い
活
動

　
が
で
き
る
居
場
所
づ
く
り

・
進
学
に
関
す
る
支
援

・
高
校
進
学
者
の
中
退
防
止
に
関
す
る
支
援 

な
ど

　「
仕
事
が
続
か
な
い
」「
社
会
と
の
関
わ
り
に

不
安
が
あ
る
」「
他
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
う
ま
く
と
れ
な
い
」
な
ど
、
す
ぐ
に
就
職

が
難
し
い
人
に
、
６
カ
月
か
ら
１
年
の
間
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
就
労
に
向
け
た
支
援
や
就

支
援
　
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給 

支
援
　
家
計
相
談
支
援
事
業

　
　
　
生
活
困
窮
世
帯
の

　
　  

子
ど
も
の
学
習
支
援

支
援
　
就
労
準
備
支
援
事
業 

支
援

住
ま
い
で
困
っ
て
い
る
人
に
は

家
計
管
理
で
困
っ
て
い
る
人
に
は

子
ど
も
の
学
習
で
困
っ
て
い
る
人
に
は

就
職
で
困
っ
て
い
る
人
に
は

なかなか仕事が
見つからない

困っていることを
どこに相談したら
いいか分からない

借金が多くて
生活できない

子どもに、勉強の場
を見つけて進学させ
たいけど、どうした
らいいか分からない

家賃を払うことが
できず、家を出て
行かなければなら
ないかも

ずっと働いて
いないので、
就職が不安 ･･･

労
機
会
の
提
供
を
行
い
ま
す
。
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■
集
合
注
射
案
内
通
知
が
届
い
た
人
は
、

　
問
診
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
会
場

　
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
飼
い
犬
の
死
亡
や
飼
い
主
の
変
更
な
ど

　
が
あ
る
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
未
登
録
の
犬
は
、
別
途
新
規
登
録
の
手

　
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
咬
傷
事
故
に
つ
い
て
は
、
市
で
は
一
切

　
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。
犬
を
確
実
に
制

　
御
で
き
る
人
が
会
場
に
連
れ
て
き
て
く

　
だ
さ
い
。

■
注
射
会
場
や
道
中
で
犬
が
フ
ン
を
し
た

　
場
合
は
、
責
任
を
持
っ
て
片
付
け
て
く

　
だ
さ
い
。

集
合
注
射
料
金

1
頭
に
つ
き 

３
１
０
０
円

　（
注
射
代 

２
６
０
０
円
、
済
票
代 

５
０
０
円
）

新
規
登
録
料

1
頭
に
つ
き 

３
０
０
０
円

愛犬に
狂犬病予防注射

狂犬病予防の集合注射を実施します。
日時を確認の上、都合のよい会場をご利用ください。

狂
犬
病
と
は

　

狂
犬
病
は
、
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
を
病
原

体
と
す
る
ウ
イ
ル
ス
性
の
人
獣
共
通
感
染

症
で
す
。
感
染
す
る
と
治
療
法
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

飼
い
主
一
人
ひ
と
り
が
狂
犬
病
に
関
し

て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
飼
い
犬
の
登
録

と
予
防
注
射
を
確
実
に
行
う
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
う
と
き
に
は
、

30
日
以
内
に
市
役
所
で
登
録
を
行
い
、
狂

犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

日　　時 会　　場

4/6㈪
  9:30 ～ 11:00 昭和農村婦人の家駐車場

13:30 ～ 15:00 市民球場駐車場

4/7㈫
  9:30 ～ 11:00 松高公民館駐車場

13:30 ～ 15:00 沖町児童公園（沖町）

4/8㈬
  9:30 ～ 11:00

八千把公民館駐車場
13:30 ～ 15:00

4/9㈭
  9:30 ～ 11:00

郡築公民館駐車場
13:30 ～ 15:00

4/13㈪
  9:30 ～ 11:00 日奈久南部市民センター入口

13:30 ～ 15:00 二見公民館駐車場

4/14㈫
  9:30 ～ 11:00

松高公民館駐車場
13:30 ～ 15:00

4/15㈬
  9:30 ～ 11:00 龍峯農業研修所駐車場

13:30 ～ 15:00 やつしろハーモニーホール駐車場

4/16㈭
  9:30 ～ 11:00 麦島公民館駐車場

13:30 ～ 15:00 宮地公民館駐車場

4/20㈪
  9:30 ～ 11:00 ＪＡやつしろ三江湖集荷所

13:30 ～ 15:00 金剛公民館駐車場

4/21㈫
  9:30 ～ 11:00

高田公民館駐車場
13:30 ～ 15:00

4/22㈬
  9:30 ～ 11:00 植柳公民館駐車場

13:30 ～ 15:00 市立博物館駐車場

4/23㈭
  9:30 ～ 11:00

太田郷公民館駐車場
13:30 ～ 15:00

日　　時 会　　場
4/6㈪ 9:00 ～ 11:50 古田公民館前　他7カ所
4/7㈫ 9:00 ～ 11:40 藤本公民館前　他7カ所
4/8㈬ 9:00 ～ 11:50 下片岩公民館横空地 他6カ所

日　　時 会　　場

4/20㈪
  9:30 ～ 11:00 JAやつしろ東部総合支所
13:30 ～ 15:00 JAやつしろ二の丸倉庫前

4/21㈫   9:30 ～ 11:00 千丁支所東側倉庫前

日　　時 会　　場

4/22㈬
  9:30 ～ 11:00 鏡体育館前
13:30 ～ 15:00 下村公民館前

4/23㈭
  9:30 ～ 11:00 北新地多目的研修所前
13:30 ～ 15:00 芝口公民館前

4/27㈪
  9:30 ～ 11:00 鏡町コミュニティセンター前
13:30 ～ 15:00 鏡支所東側車庫前

日　　時 会　　場

4/9㈭
  9:00 ～ 10:00 東陽支所駐車場
10:30 ～ 11:00 河俣集会所

日　　時 会　　場
4/13㈪ 9:30 ～ 11:00 朴の木・椎原・小原
4/14㈫ 9:30 ～ 11:10 樅木・葉木・仁田尾
4/15㈬ 9:30 ～ 10:50 久連子・板木
4/16㈭ 9:30 ～ 11:50 白木平・平・氷川台・泉支所
4/17㈮ 9:30 ～ 11:50 赤根・河合場・泉支所

本　庁　　問合せ  環境課 ☎33-4114坂本町　　問合せ  坂本支所 ☎45-2211

千丁町　　問合せ  千丁支所 ☎46-1101

鏡　町　　問合せ  鏡支所 ☎52-1111

東陽町　　問合せ  東陽支所 ☎65-2111

泉　町　　問合せ  泉支所 ☎67-2111
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市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

国
民
健
康
保
険
税

平成27年 平成28年
４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

市
県
民
税

第1期 第2期 第3期 第4期

30日
㈫

31日
㈪

31日
㈯

25日
㈮

固
定
資
産
税

第1期 第2期 第3期 第4期

31日
㈰

31日
㈮

30日
㈪

31日
㈰

軽
自
動
車
税

全期
　軽自動車税は毎年4月 1日の所有者名義の人に課税されま
す。廃車、譲渡などで車を所有しなくなった場合でも、所定
の手続きをするまでは所有者名義の人に課税されます。速や
かに手続きをしてください。

31日
㈰

第1期 第2期 第3期 第4期 第５期 第６期 第７期 第８期 第９期 第10期 第11期 第12期

30日
㈭

31日
㈰

30日
㈫

31日
㈮

31日
㈪

30日
㈬

31日
㈯

30日
㈪

25日
㈮

31日
㈰

29日
㈪

31日
㈭

年月

税目

国
民
健
康

保
険
税

平成27年度

市 税 納 期 一 覧 表
◆ 納付場所

※日付は納期限

◆他の健康保険に加入
　し、国民健康保険の
　資格がなくなった人
　は、14 日以内に届
　けてください。
　　　国保ねんきん課

◆納期限が土・日曜日
　の場合は、次の月曜
　日になります。また、
　祝日の場合は翌日に
　なります。

九州各県のゆうちょ
銀行（沖縄県を除く）
八代市役所
各支所
各出張所

・
・
・

・

  口座振替をご利用ください  

　
口
座
振
替
は
、あ
ら
か
じ
め
口
座

に
入
金
し
て
お
く
こ
と
で
納
期
限
の

日（
土
日
、
祝
日
は
翌
営
業
日
）に
自

動
的
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
振
替
で
き
る
市
税

納
税
通
知
書

通
帳

通
帳
届
出
印

八
代
市
口
座
振
替
依
頼
書

・・・・ ●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

〈
払
込
先
〉

加
入
者
名
：
八
代
市
会
計
管
理
者

口
座
番
号
：
０
１
９
９
０
―
８
―
１
２
５
７
３

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
利
用
す
る
場
合
は
、

同
銀
行
の
窓
口
に
設
置
し
て
あ
る
専
用

の
申
込
書
「
自
動
払
込
受
付
通
知
書
」

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
八
代
市
口
座
振
替
依
頼
書
」
は
市
内
の

金
融
機
関
に
も
あ
り
ま
す
。

・・ ●
申
し
込
み
方
法

●
口
座
振
替
の
開
始
時
期

●
そ
の
他

●
振
替
日

　
納
税
通
知
書
に
同
封
し
て
あ
る
「
八
代

市
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
、
振
替
口
座
の

番
号
な
ど
所
定
の
事
項
を
記
入
後
、
通
帳

届
出
印
を
押
印
し
、
取
扱
金
融
機
関
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
は
市
役
所
で
「
口
座
振
替
依

頼
書
」
を
受
理
し
た
日
の
翌
月
末
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
た
だ
し
、月
末
に
受
理
し
た

場
合
な
ど
は
、振
替
開
始
月
に
間
に
合
わ

な
い
場
合
が
あ
り
、次
の
納
期
か
ら
の
引
き

落
と
し
と
な
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
税
の
第
１
期
分
は
、
納
期
限

の
前
々
月
ま
で
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
納
期
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
口
座

振
替
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
口
座
振
替
が

開
始
さ
れ
る
前
月
の
納
期
分
ま
で
は
、
納

付
書
で
お
支
払
い
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
納
税
義
務
者
の
死
亡
や
世
帯
の
変
更
、

不
動
産
の
相
続
な
ど
で
納
税
義
務
者
が
変

更
に
な
っ
た
場
合
は
、
再
度
口
座
振
替
加

入
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

口
座
名
義
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
も
同

様
で
す
。

　
各
期
の
納
期
限
の
日
が
振
替
日
で
す
。

振
替
日
が
土
曜
・
日
曜
の
場
合
は
次
の
月

曜
日
に
、
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
に
な

り
ま
す
。

　
振
替
日
の
前
に
は
預
（
貯
）
金
残
高
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
軽
自
動
車
税
の
納
付
書
に
は
同
封
さ
れ
て
い
ま

　
せ
ん
。

●
口
座
振
替
を
取
り
扱
う
金
融
機
関

肥
後
銀
行

熊
本
銀
行

長
崎
銀
行

南
日
本
銀
行

九
州
労
働
金
庫

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

熊
本
第
一
信
用
金
庫

熊
本
中
央
信
用
金
庫

熊
本
県
信
用
組
合

八
代
地
域
農
業
協
同
組
合

全
国
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

問合せ　納税課　33-4109　各支所地域振興課（鏡支所は市民環境課）

各銀行
信用組合
信用金庫
労働金庫
農業協同組合

市内に本支店を置く
・
・
・
・
・



　☎32-7200（八代保健センター）☎52-5277（鏡保健センター）

　10月1日㈪ 13:30 ～ 16:30 、10月18日㈭ 9:00 ～ 12:00
　　要予約：八代保健センター☎32-7200

月

　☎32-7200（八代保健センター）☎52-5277（鏡保健センター）

4月  9日㈭ 　　　　　 9:30～12:00 
4月27日㈪　　　　　13:00～16:30
    要予約：八代保健センター☎32-7200

4月14・28 日  　14:00 ～ 16:00
要予約：八代保健所☎33-3229

　

　　

13:00～16:00 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

毎週木曜 エイズ検査実施
※検査日時など変更となる
　場合があります。
　電話でご確認ください。

市民課・こども未来課
市民税課・国保ねんきん課

19:00まで

毎週木曜は窓口延長実施中

17:00～19:00 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

　　
夜間エイズ検査

※検査日時など変更となる
　場合があります。
　電話でご確認ください。

月 M o n 火 T u e 水 W e d 木 T h u 金 F r i 土 S a t日 S u n
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4 市民カレンダー
● 夜間急病
　八代市夜間急患センター☎31-6999 をご利用ください。
　（平山新町、国道3号沿い：中九州短期大学となり、八代市医師会立病院内）
　 診療科目：内科、小児科、外科、整形外科
　 診療時間：月曜から土曜の 19:00 ～ 22:00

★小児科は、日曜・祭日も診療を行います。 5月連休、年末年始は休診。

こども発達相談
　子育てしていく上での困り感（言葉が出ない、
落ちつきがないなど）のある人は、ご相談くださ
い。必要に応じて、心理相談員が相談に応じます。

こころの健康相談
　眠れないなどストレスによるこころの不調やう
つ病などに悩んでいませんか。心理士による無料
のこころの健康相談を行います。

精 神 保 健 相 談
　心の健康に関する相談（眠れない、意欲がないな
ど）や精神疾患（うつ病、統合失調症など）につい
て、精神科の専門医師による無料相談を行います。

火災・救急情報

● 火災情報テレホンサービス
　☎ 0180-999-194
　http://www.yatsushiro-fd.com/

● 火災救急件数
　　（2月末日現在）
　火　災　　　 　８件
　救　急　１，０１４件    

  人口と世帯

2月末日現在
人　口　 131,295 人
　男　　　61,123 人
　女　　　70,172 人
世帯数  　 54,208 戸

● 小児救急電話相談　（19:00 ～ 24:00）
○ お子様の急病には ＃8000 番（ダイヤル回線の場合
　☎096-364-9999）をご利用ください。

育児:午前   成人:午後
   ＜ 八代・鏡保健センター＞

育児:午前   成人:午後
   ＜ 八代・鏡保健センター＞

育児:午前   成人:午後
   ＜ 八代・鏡保健センター＞

育児:午前   成人:午後
   ＜ 八代・鏡保健センター＞

個別健康相談（要予約）

個別健康相談（要予約）

個別健康相談（要予約）

個別健康相談（要予約）

夜間納税窓口 17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

資源の日 日曜日版

資源の日 日曜日版

毎週火曜日
受付　9:45～10:00

  ＜八代保健センター＞

母子健康手帳交付

納 税 情 報
        ● 今月の納税　  納期限　4 月 30 日㈭
　　　　　　　　　国民健康保険税 １期
　　　　　　　　 　

   ● 夜間納税窓口開設 （実施日はカレンダー内に表示）
　 場　 所  ：市役所本庁１階納税課　　

問合せ　納税課 ☎33-4109

　
納付場所：本庁、各支所、各出張所、市内の各銀行、信用組合、

                    信用金庫、労働金庫、農業協同組合、九州管内の
                    ゆうちょ銀行・郵便局（沖縄を除く）

日 病　院　名 町　名 電話番号

5
日

磧本胃腸科外科医院 松 江 町 33-0321

宮 村 医 院  （小児も可） 萩原町２ 32-2414

桑　原　医　院 敷川内町 38-0302

上 村 整 形 外 科 医 院 氷 川 町 62-3377

和 田 内 科 医 院 氷 川 町 52-1860

12
日

む ら た ク リ ニ ッ ク 横手本町 34-1872

太田こどもクリニック 古閑浜町 30-8380

しおさき内科・胃腸科クリニック 日奈久塩南町 38-1700

島 田 産 婦 人 科 医 院 鏡　町 52-0153

緒 方 内 科 医 院 氷 川 町 62-2013

19
日

丸　田　病　院 萩原町 1 35-3100

中 村 内 科 医 院（小児も可） 花 園 町 33-8885

平　成　病　院 大 村 町 32-8171

黒田耳鼻咽喉科医院 鏡　町 52-8787

前 田 内 科 医 院 鏡　町 52-1310

井　上　医　院 東 陽 町 65-2121

26
日

あらき整形外科医院 旭中央通 32-2524

久原内科消化器科クリニック 植柳元町 32-2218

髙 田 胃 腸 内 科・内 科 大 村 町 37-7200

よかと整形外科リウマチクリニック 鏡　町 46-8110

保　田　医　院 鏡　町 52-0037

29
日

右 田 ク リ ニ ッ ク 若 草 町 35-8211

ありの内科呼吸器科 （小児も可） 萩原町 1 32-5941

桜十字八代病院 通　 町 32-7158

荒木皮ふ科医院 鏡　町 52-8777

尾 田 内 科 医 院 鏡　町 52-8011

高　橋　医　院 坂 本 町 45-2323

診療時間 9:00 ～ 17:00

※休日在宅医は、変更になる場合があります。
　受診の際は、事前にテレホンサービスで確認し、　
　当番医に連絡をお願いします。

八代市医師会☎34-7001　八代郡医師会☎52-2233

八代歯科医師会口腔保健センター（上野町、旧県道沿い）
診療時間　日曜・祝祭日の 10:00 ～ 16:00

★ 休日歯科診療 ☎31-8020

※安全、便利、確実な口座振替に加入しましょう

急病のときは

ご相談ください

昭和の日

毎月１1日は
人権を確かめ合う日

♥妊婦さんへ思いやりを

思いやりある
心 遣 い をお願
いします。

右下のマタニティマー
クをつけている人は、
妊婦さんです。

「電車などで席を譲る」 
「タバコは控える」など、

4/29㈬ 昭和の日とゴールデンウィークのごみ収集・施設受付

●４月 29日㈬ 昭和の日
　「燃えるごみ」の収集、清掃センターの一般搬入受付はお休みです。
　クリーンセンター（氷川町）もお休みです。
● 5 月 3 日㈰ 憲法記念日～ 6 日㈪ 振替休日
　「燃えるごみ」「資源の日」の収集は全てお休みです。
　八代地域で「資源の日」に該当する町内は下記のとおり振り替えします。
　・4 日㈪に該当する町内 ･･･4 月 30 日㈭
　・5 日㈫に該当する町内 ･･･5 月　2 日㈯
　・6 日㈬に該当する町内 ･･･5 月　9 日㈯
　泉町下岳地区（5 月 3 日㈰「資源の日」）は通常どおり収集します。

各種乳幼児健診はすべて 13:00 開始です。
場所は、以下のとおり
旧八代市・坂本町の人は◇八代市保健センター☎32-7200 
千丁町・鏡町･東陽町･泉町の人は◆八代市鏡保健センター ☎52-5277

ご確認ください♪

≪問合せ≫ごみ対策課（清掃センター内） ☎32-4675 または各支所市民環境係／クリーンセンター ☎62-3304

休日在宅当番医

受付　9:45～10:00
  ＜鏡保健センター＞

受付　9:45～10:00
  ＜鏡保健センター＞

母子健康手帳交付

母子健康手帳交付

毎月第１日曜日は
「やつしろ健康の日」
腹八分で延びる寿
命、減る脂肪。

熊本県女性相談センター☎096-381-4340

熊本県中央児童相談所☎096-381-5010
八代児童相談所☎32-4426
月～金（祝日を除く）  午前8時30分～午後5時15分

月～土（祝日を除く）午前 9 時～午後 8 時

< 妊娠とこころの相談 >
思いがけない妊娠で悩んだらご相談ください。

< 出産養育の相談 >
出産や養育に不安がある人はご相談ください。

《問合せ先》八代市保健センター☎32-7200
                    八代市鏡保健センター☎52-5277

定期予防接種

対象：生後 1 歳に達するまでBCG
対象：生後 3 月～ 90 月に達するまで四種混合

対象：11 歳以上 13 歳未満二種混合

対象：1 期　生後6月～90月に達するまで
          2 期　9 歳以上 13 歳未満

（平成 7 年 4 月 2 日～ 19 年 4 月 1 日生まれで 20
歳未満の人は、特例措置の対象となります。詳しく
は市ホームページをご覧ください）

日本脳炎

対象：生後 2 月～ 60 月に達するまでヒ　ブ

対象：1 期　生後12月～24月に達するまで
          2 期　小学校就学前 1 年間

麻しん風しん
混合（MR）

対象：生後 2 月～ 60 月に達するまで小 児 の
肺炎球菌

対象：小学 6 年生～高校 1 年生相当
（現在、積極的にはお勧めしていません。詳しくは市
ホームページをご覧ください）

子宮頸がん
（女性のみ）

生後 2 ヵ月になったらワクチンデビュー
　早期に免疫をつけておく必要があるヒブや小児の肺炎球菌な
どの予防接種は、生後 2 ヵ月になったら早めに受けましょう。

対象：生後 12 月～ 36 月に達するまで水痘

☆施設の一般搬入受付
　清掃センターは全てお
休みです。クリーンセン
ター（氷川町）は 5 月 4
日㈪のみ受け付けします。

□献　血
ゆめタウン八代 
10:00 ～11:30、12:45～16:00

□献　血
八代市立病院
13:30 ～16:00

□献　血 
イオン八代ショッピングセンター
10:00 ～11:30、12:45 ～16:00

◇7ヵ月児健診（八代保）
　 H26.9/3 ～ 9/15 生

◇4ヵ月児健診 （八代保）
　 H26.11/27 ～ 12/9 生

◇4ヵ月児健診 （八代保）
　H26.11/12 ～ 11/26 生

◇4ヵ月児健診 （八代保）
　 H26.12/10 ～ 12/21 生

◆4ヵ月児健診（鏡保） 
    H26.11/18 ～ 12/15 生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
    H25.8/9 ～ 8/20 生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
    H25.8/21 ～ 9/2 生

◇2歳児歯科健診
　　　　　（八代保）
H25.1/16～1/26生

◆7ヵ月児健診 （鏡保） 
    H26.7/25 ～ 8/31 生

◇離乳食教室 10:00～11:30
対象:1回食の乳児とその保護者

（要予約：八代保☎32-7200）

◇7ヵ月児健診 （八代保）
     H26.8/24 ～ 9/2生

◇7ヵ月児健診 （八代保）
    H26.8/15 ～ 8/23生

◇3歳児健診（八代保）
    H23.11/4 ～ 11/12 生

◆3歳児健診（鏡保）
    H23.9/21 ～ 11/25 生

◇3歳児健診（八代保）
    H23.10/26 ～ 11/3 生

□献　血
八代広域消防本部 9:30～12:00
松木産業 13:30～16:30

□献　血
ネッツワールド八代店
9:30～12:00
マルショク日奈久店
14:00～16:00

毎月１9日は食育の日

◇2歳児歯科健診 （八代保）
　 H24.12/28～H25.1/15
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健
診
申
し
込
み
の
ご
案
内

　
チ
ラ
シ
の
訂
正

　

広
報
や
つ
し
ろ
２
月
号
の
折
込
チ
ラ
シ
「
平
成
27

年
度 

健
診
申
し
込
み
の
ご
案
内
」
の
健
診
内
容
・

料
金
表
に
記
載
し
て
い
た
医
療
機
関
の
胃
が
ん
検
診

の
対
象
年
齢
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
40
歳
～
49
歳
」　 

「
40
歳
～
」
で
す
。
訂
正
し
て

お
詫
び
し
ま
す
。

問
合
せ　

八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
32
７
２
０
０

　
　
高
齢
者
の

　
肺
炎
球
菌
感
染
症
の
予
防
接
種

　

肺
炎
球
菌
は
飛
沫
感
染
し
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
、

敗
血
症
な
ど
の
重
い
合
併
症
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
予
防
接
種
を
受
け
て
お
く
と
、
肺
炎
の
予
防

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
に
対
象
年
齢
と
な
る
人
に
は
４
月
上
旬
に

予
診
票
を
住
所
地
に
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
既
に
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

は
対
象
外
で
す
。

　

指
定
医
療
機
関
へ
事
前
に
電
話
予
約
し
予
防
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
指
定
医
療
機
関
で
あ
る
か
は

か
か
り
つ
け
医
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

接
種
期
間　

４
月
１
日
㈬
～
28
年
３
月
31
日
㈭

接
種
回
数　

１
回

今
年
度
の
対
象
年
齢

①
４
月
１
日
か
ら
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
65

歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、

１
０
０
歳
に
な
る
八
代
市
に
住
民
票
が
あ
る
人

②
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
人
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼

吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が

極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
や
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が

ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
が
あ
る
人
（
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
）
で
、
八
代
市
に
住
民

票
が
あ
る
人

自
己
負
担
額　

２
４
５
０
円

※
市
郡
以
外
の
医
療
機
関
な
ど
で
予
防
接
種
を
受
け

る
場
合
は
、
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
そ
の
場
合
は
自
己
負
担
額
が
２
４
５
０

円
を
超
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
生
活
保
護
受
給
証
明
書
を
持
参
し
た
人
は
無
料
。

※
対
象
年
齢
に
該
当
し
な
い
人
で
、
今
年
度
接
種
を

希
望
す
る
人
は
任
意
接
種
（
全
額
自
己
負
担
）
に

な
り
ま
す
。

持
参
品　

予
診
票
、
健
康
保
険
証
な
ど
住
所
や
生
年

月
日
が
確
認
で
き
る
も
の

問
合
せ　

八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
32
７
２
０
０

　
　
　

八
代
市
鏡
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
52
５
２
７
７

　
福
祉
・
健
康

　
　
医
療
費
・
保
険
料
の
還
付
金

　
詐
欺
に
ご
注
意
を

　

最
近
、
市
役
所
職
員
を
名
乗
る
人
物
が
、
医
療
費

な
ど
の
過
払
い
金
が
あ
る
な
ど
と
言
い
、
銀
行
や
コ

ン
ビ
ニ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
、
お
金
を
振
り
込
ま

せ
よ
う
と
す
る
事
例
が
複
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
不

審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、一
旦
電
話
を
切
っ
て
、

担
当
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

国
保
ね
ん
き
ん
課
☎
33
４
１
１
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
33
４
４
９
０

　
ご
利
用
く
だ
さ
い 

　
声
の
市
報
・
点
字
市
報

　

市
で
は
、
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人
に
、「
広
報

や
つ
し
ろ
」
を
録
音
し
た
音
声
広
報
（
声
の
市
報
）

や
点
訳
し
た
市
報
（
点
字
市
報
）
を
届
け
て
い
ま
す
。

①
八
代
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

②
視
覚
障
が
い
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い

る
人

③
一
人
暮
ら
し
か
、
同
居
者
が
読
ん
で
聞
か
せ
る
こ

と
が
で
き
な
い
人

の
す
べ
て
に
該
当
し
、
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
障

が
い
者
支
援
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

政
府
発
行
の
音
声
広
報
Ｃ
Ｄ
、
点
字
広
報
誌
（
内

容
は
電
化
製
品
に
よ
る
火
災
・
水
害
や
土
砂
災
害
へ

の
備
え
な
ど
）
な
ど
の
貸
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

貸
出
期
間
は
、
原
則
と
し
て
１
週
間
で
、
す
べ
て

無
料
で
す
。

※
お
願
い　

対
象
と
な
る
よ
う
な
身
近
な
障
が
い
者

に
、
こ
の
記
事
の
こ
と
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
音
声
訳
（
朗
読
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
養
成
講
座 

受
講
生
募
集

　

音
声
訳
（
朗
読
）
活
動
を
通
じ
て
、
視
覚
障
害
者

に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
心
構
え
、
漢
字
の

読
み
方
、
ア
ク
セ
ン
ト
、
録
音
技
術
な
ど
を
学
び
ま

す
。
講
座
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
11
日
㈪
～
７
月
13
日
㈪
の
毎
週
月
曜

　

午
前
10
時
～
正
午　

全
10
回

と
こ
ろ　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

主　

催　

八
代
市
音
声
訳
（
朗
読
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

萌
の
会

受
講
料　

無
料

問
合
せ　

市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
62
８
２
２
８

⇒

検診名 対象年齢（４月１日現在の年齢） 検診期間

子宮頸がん
検診

・20 歳の女性
・過去 25 年度のクーポン対象者（当時 20 歳、

25 歳、30 歳、35 歳）で配布年度に未受診だっ
た女性  6 月～

11 月

乳がん検診
・40 歳の女性
・過去 25 年度のクーポン対象者（当時 40 歳、

45 歳、50 歳、55 歳）で配布年度に未受診だっ
た女性

特定健診 ・八代市国民健康保険加入の 40 歳、45 歳、
50 歳、55 歳の人  7 月～

28年1月肝炎ウィルス
検診

・40 歳、45 歳、50 歳、55 歳、60 歳、65 歳、70
歳の人で過去に肝炎ウィルス検査を受けたこ
とがない人

大腸がん検診 ・40 歳、45 歳、50 歳、55 歳、60 歳の人  28 年
  1 月頃

※上記の対象者で無料クーポン券発送前に市の検診を受診された場
合、該当検診分は無料になります。

※大腸がん検診は、自宅で検体（便）を採り、郵送で検査できる検診
です。

問合せ　健康推進課（八代市保健センター）　☎32-7200

●健診申込みがまだの人へ　健康推進課（八代市保健センター）まで
電話でお問い合せください。健診申込済の人には健診前に受診券、
問診票などを送付します。

●無料検診対象者の人へ　無料検診対象者には、検診期間前に無料
クーポン券（無料受診券）、案内などを郵送します。無料クーポン
券は、検診期間内のみ有効です。検診期間内に検診を受けてくださ
い。検診期間外は無料になりません。

平成27年度健診

申
込
み　

障
が
い
者
支
援
課
☎
35
０
２
９
４
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八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　■
楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
デ
ジ
カ
メ
画
像
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ

作
成
ほ
か
）、
個
別
・
出
張
講
座
。
年
齢
問
わ
ず
。

■
入
会
説
明
会

と　

き　

４
月
１
日
㈬
、
15
日
㈬
、
５
月
７
日
㈭
、

20
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

持
参
品　

写
真
、
認
印
、
本
人
名
義
の
通
帳
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
か
肥
後
銀
行
、
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
）、
会

費
（
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

入
会
資
格　

市
内
在
住
で
入
会
年
度
内
に
60
歳
以
上

に
な
る
人

問
合
せ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
33
２
７
１
１

　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、
認
知
症
の
人
や

家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。

　

講
座
で
は
、
認
知
症
の
症
状
・
診
断
・
予
防
や
接

し
方
な
ど
、
基
本
的
な
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

４
月
18
日
㈯　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

松
高
公
民
館　

和
室

定　

員　

30
人
程
度
（
要
申
込
み
）　

参
加
無
料

※
「
テ
キ
ス
ト
」
と
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
配
布

申
込
み　

市
第
３
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ら
い
☎
33
９
８
８
０

　
　
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
短
期
講
座
生 

募
集

　■
中
高
年
！
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

～
ワ
ー
ド
（W

ord

）
～

と　

き　

４
月
20
日
㈪
～
24
日
㈮　

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分　

全
５
回

講　

師　

パ
ソ
コ
ン
教
室　

聖
心

内　

容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、ワ
ー
ド
の
基
礎
、

表
作
成
、
画
像
挿
入
な
ど

※
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
８
に
限
る
。

※
受
付
時
に
パ
ソ
コ
ン
と
ワ
ー
ド
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
は
持
参

費　

用　

３
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

定　

員　

15
人

■
初
め
て
の
ズ
ン
バ
講
座

　

～
脂
肪
燃
焼
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
抜
群
～

　

世
界
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
身
体
を
動
か
す
年
齢
を

問
わ
ず
誰
も
が
楽
し
め
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。
あ
わ
せ

て
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
ス
ト

レ
ッ
チ
も
実
施
。

と　

き　

４
月
21
日
㈫
～
10
月
20
日
㈫
の
毎
週
火
曜

　

午
後
１
時
～
３
時　

全
24
回

講　

師　

佐
々
木
典
子 

氏

費　

用　

前
半
12
回
分
５
４
０
０
円
（
別
途
ボ
ー
ル

代
５
２
５
円
）

定　

員　

30
人

■
苔
玉
と
寄
せ
植
え
（
彩
花
盆
栽
）
講
座

　
「
和
」
に
ふ
れ
て
癒
し
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

簡
単
な
苔
玉
作
り
か
ら
彩
花
盆
栽
作
り
な
ど
体
験
。

と　

き　

５
月
15
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
講　

師　

岩
城
誠 

氏

　
　
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
自
主
講
座
生 

募
集

　■
フ
ラ
ダ
ン
ス
講
座
（
レ
イ
・
ナ
ニ
・
モ
キ
ハ
ナ
）

　

楽
し
く
踊
り
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

第
１
・
３
・
４
月
曜　

午
前
10
時
～
正
午

■
華
道
講
座
（
小
原
流
）

　

季
節
を
身
近
に
感
じ
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

第
１
・
３
火
曜　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
囲
碁
講
座

　

良
き
相
手
を
見
つ
け
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

と　

き　

第
２
・
４
木
曜　

午
後
１
時
～

■
絵
画
講
座

　

水
彩
パ
ス
テ
ル
な
ど
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

第
２
・
４
木
曜　

午
前
10
時
～
正
午

■
ハ
ー
モ
ニ
カ
講
座
（
初
心
者
Ｏ
Ｋ
）

　

懐
か
し
い
音
色
を
奏
で
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

第
２
・
４
水
曜　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

■
一
眼
レ
フ
デ
ジ
カ
メ
講
座

　

一
眼
レ
フ
の
操
作
と
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
使
っ
て

の
画
像
処
理

と　

き　

第
２
・
４
木
曜　

午
前
９
時
～
正
午

■
マ
ジ
ッ
ク
講
座

　

プ
ロ
の
マ
ジ
シ
ャ
ン
が
本
格
的
な
マ
ジ
ッ
ク
の
基

本
か
ら
教
え
ま
す
。

と　

き　

第
１
・
３
水
曜　

午
前
10
時
～
正
午

問
合
せ　

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
☎
32
７
１
７
１

　
要
約
筆
記
者
養
成
講
座

　

こ
の
講
座
は
、
手
話
が
わ
か
ら
な
い
か
手
話
よ
り

も
文
字
情
報
で
の
情
報
提
供
を
望
む
聴
覚
障
が
い
者

に
対
し
、
筆
記
・
パ
ソ
コ
ン
で
情
報
を
伝
え
る
要
約

筆
記
者
を
養
成
す
る
も
の
で
す
。

　

要
約
筆
記
者
が
増
え
る
こ
と
は
、
地
域
の
聴
覚
障

が
い
者
の
社
会
参
加
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

と　

き　

５
月
14
日
㈭
～
10
月
29
日
㈭
の
毎
週
木
曜

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

全
21
回

と
こ
ろ　

熊
本
県
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
熊

本
市
東
区
長
嶺
）

コ
ー
ス　

①
手
書
き 

20
人　

②
パ
ソ
コ
ン 

20
人

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
３
０
０
０
円
程
度
）

対　

象　

高
卒
以
上
の
学
力
を
有
し
、
要
約
筆
記
活

動
を
目
指
す
人

申
込
み　

４
月
30
日
㈭
ま
で
、
コ
ー
ス
を
選
び
電

話
で
申
込
み
。
熊
本
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
セ
ン

タ
ー
☎
０
９
６
（
３
８
３
）
５
５
９
５

　
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
改
定

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
熊
本
支
部

は
、
４
月
分
（
５
月
納
付
分
）
か
ら
健
康
保
険
料
率

を
１
０
・
０
９
％
に
、
介
護
保
険
料
率
を
１
・
５
８
％

に
改
定
し
ま
す
。

問
合
せ　

協
会
け
ん
ぽ
熊
本
支
部
☎
０
９
６

（
３
４
０
）０
２
６
１

　
や
つ
し
ろ
元
気
体
操
教
室

　
参
加
者
募
集

と　

き　

毎
週
火
曜　

午
前
中

と
こ
ろ　

ひ
な
た
ぼ
っ
こ
（
イ
オ
ン
八
代
店
内
）

定　

員　

15
人

申
込
み　

市
第
３
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

（
桑
名
）
☎
33
９
８
８
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

費　

用　

２
５
０
０
円
（
材
料
費
込
）

定　

員　

20
人

共
通
事
項

申
込
み　

４
月
６
日
㈪
午
前
８
時
30
分
か
ら
受
付
、

費
用
を
添
え
て
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
☎
32
７
１
７
１

へ
来
館
（
電
話
申
込
み
不
可
）
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行
　
政

　
固
定
資
産
税
の
縦
覧

　

固
定
資
産
税
の
縦
覧
は
、納
税
者
が
縦
覧
帳
簿（
土

地
価
格
・
家
屋
価
格
な
ど
）
を
縦
覧
し
、
ほ
か
の
土

地
や
家
屋
の
価
格
（
評
価
額
）
と
比
較
し
て
、
自
己

の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

た
だ
し
、
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
名
は
記
載
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。（
縦
覧
帳
簿
記
載
事
項
以
外
の
課
税

内
容
の
閲
覧
は
、
物
件
の
所
有
者
の
同
意
が
必
要
で

す
。）

　

土
地
の
み
を
所
有
し
て
い
る
人
は
土
地
の
み
、
家

屋
の
み
を
所
有
し
て
い
る
人
は
家
屋
の
み
、
両
方
所

有
し
て
い
る
人
は
両
方
を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

な
お
、償
却
資
産
に
つ
い
て
は
申
告
課
税
の
た
め
、

縦
覧
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

縦
覧
で
き
る
人

　
　

八
代
市
内
に
所
在
す
る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
固

定
資
産
税
の
納
税
者
、
納
税
者
の
代
理
人
、
納
税

管
理
人

※
た
だ
し
、
納
税
者
と
同
居
の
親
族
や
納
税
者
本
人

以
外
の
場
合
は
、
委
任
状
と
納
税
通
知
書
か
課
税

明
細
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

縦
覧
に
必
要
な
も
の

納
税
者
本
人
：
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
な
ど
）
か
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書

納
税
者
の
代
理
人
：
委
任
状
、
代
理
人
の
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

注　

意　

次
に
該
当
す
る
場
合
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん

①
八
代
市
に
固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合

②
資
産
を
所
有
し
て
い
て
も
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
な
い
場
合
（
免
税
点
未
満
な
ど
）

③
制
度
の
趣
旨
以
外
の
目
的
で
縦
覧
す
る
場
合

縦
覧
場
所　

本
庁
資
産
税
課
：
八
代
市
内
に
所
在
す

る
す
べ
て
の
土
地
・
家
屋

各
支
所
地
域
振
興
課
（
鏡
支
所
は
市
民
環
境
課
）：

各
支
所
管
内
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋

縦
覧
期
間　

４
月
１
日
㈬
～
５
月
29
日
㈮
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

問
合
せ　

資
産
税
課
☎
33
４
１
０
８

　

各
支
所 

地
域
振
興
課
（
鏡
支
所
は
市
民
環
境
課
）

と　き　５月８日㈮、９日㈯、10 日㈰　※雨天決行
ところ　球磨川河川緑地
コース　  ８日…40㎞、20㎞、10㎞、五家荘
　　　　  ９日…40㎞、20㎞、10㎞、５㎞
　　　　10 日…30㎞、20㎞、10㎞、５㎞
事前申込み　４月 17 日㈮まで　※参加費が必要
内　容　今回は、市内の産業を巡るコースをはじめ、フードバレ

ーコースの新設など、八代の春を満喫できるウオーキングコー
スを設定しました。

　　また、特別企画として、９日に～ウオーキングを楽しみなが
ら幸せへの第一歩～「ゆらり婚活 in やつしろ」や、10 日に郷
土料理を堪能できる「やつしろの食の名人大集合」も同時開催
します。

ホームページ　http://3day.yatsushiro.jp/
問合せ　同実行委員会（市観光振興課内）☎33-4132

新市誕生10周年記念
第21回

2015
参加者募集

　
国
民
年
金
　
学
生
納
付
特
例
制
度

　

日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

人
は
、
厚
生
年
金
な
ど
他
の
公
的
年
金
に
加
入
し
て

い
る
場
合
を
除
き
、
全
て
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
の

保
険
料
は
、
年
齢
、
収
入
に
関
わ
ら
ず
一
律
の
金
額

に
な
っ
て
い
ま
す
（
平
成
27
年
度
の
保
険
料
は
月
額

１
５
５
９
０
円
）。

　

学
生
で
あ
っ
て
も
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
国
民

年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
納
め
る
の
が
困
難
な
場
合
は
、
在
学
期
間
中

の
納
付
を
猶
予
す
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
特
例
を
受
け
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
（
25
年
以
上
）

に
は
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。

　

た
だ
し
、
特
例
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
追

納
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
満
額
の
年
金
額
に
近
づ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
特
例
期
間
は
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

の
１
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
毎
年
度
手
続
が

必
要
で
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
者

○
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
な
ど
に
在

学
す
る
人
で
、
夜
間
、
定
時
制
課
程
や
通
信
制
課

程
の
人
も
含
ま
れ
ま
す
。

※
各
種
学
校
の
場
合
、
修
業
年
限
が
１
年
以
上
で
、

私
立
の
場
合
は
、
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け

た
学
校
に
限
り
ま
す
。

○
学
生
本
人
の
前
年
所
得
が
「
１
１
８
万
円
＋
扶
養

親
族
等
控
除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等
」
以
下

手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
年
金
手
帳
（
既
に
お
持
ち
の
場
合
）

○
学
生
証
の
写
し
（
有
効
期
限
が
裏
面
に
記
載
さ
れ

て
い
る
場
合
は
裏
面
の
写
し
も
必
要
）
ま
た
は
在

学
証
明
書

○
認
印

○
身
分
証
明
書
（
学
生
証
・
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）

※
代
理
の
場
合
は
代
理
人
の
も
の

手
続
き
先
・
問
合
せ

　

国
保
ね
ん
き
ん
課
☎
33
４
１
０
５

　

年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
☎
35
６
１
４
３

電線付近での鯉のぼりの掲揚や魚釣りはやめよう
　万一、鯉のぼりや、釣り糸が電線にかかった場合は、自分で取ろ
うとせず、お近くの九州電力にご連絡ください。
問合せ　九州電力 八代営業所☎0120-986-606
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環
　
境

　
統
　
計

　
福
祉
・
健
康

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
閲
覧

　
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
は
、
納
税
義
務
者
が

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
う
ち
、
自
己
の
資
産
に
つ
い

て
記
載
さ
れ
た
部
分
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。
借
地
人
、
借
家
人
な
ど
の
人
も
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
年
度
の
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
も
４

月
１
日
㈬
か
ら
発
行
で
き
ま
す
。

閲
覧
・
交
付
で
き
る
人

　

納
税
義
務
者
本
人
、
借
地
人
・
借
家
人
、
賦
課
期

日
後
に
固
定
資
産
を
取
得
し
た
人
、
固
定
資
産
の
処

分
を
す
る
権
利
を
有
す
る
管
財
人
な
ど
、
ま
た
そ
れ

ら
の
代
理
人

閲
覧
・
交
付
に
必
要
な
も
の

▼
閲
覧･･･

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
な
ど
）
か
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書
、
借
地

人
・
借
家
人
は
賃
貸
借
契
約
書
、
賦
課
期
日
後
に

取
得
し
た
人
は
登
記
済
証
、
代
理
人
の
場
合
は
委

任
状
と
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書

▼
証
明
書
交
付･･･

印
鑑
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
当
該
資
格
を
証
す
る

書
類
、賦
課
期
日
後
に
取
得
し
た
人
は
登
記
済
証
、

代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

閲
覧
・
交
付
場
所

▼
閲
覧･･･

資
産
税
課

▼
証
明
書
交
付･･･

市
民
税
課

　

共
に
土
日
・
祝
日
を
除
く

※
支
所
で
の
閲
覧
、証
明
書
交
付
は
地
域
振
興
課（
鏡

支
所
は
市
民
環
境
課
）

費　

用

▼
閲
覧･･･

４
月
１
日
㈬
～
５
月
29
日
㈮
ま
で
は
無

料
、
６
月
１
日
㈪
か
ら
３
０
０
円
（
１
枚
）

　
地
域
審
議
会
委
員
の
公
募

　
「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
旧
市
町
村
ご
と
に
設
置
し
た
、
６
つ
の
地
域
審

議
会
の
委
員
改
選
に
あ
た
り
、
公
募
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
人
員　

各
地
域
審
議
会
２
人
以
内

任　

期　

委
嘱
の
日
か
ら
28
年
３
月
31
日
ま
で
（
１

年
間
）

会
議
開
催　

年
３
回
程
度（
原
則
と
し
て
平
日
昼
間
）

報　

酬　

八
代
市
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

応
募
資
格　

応
募
す
る
地
域
審
議
会
の
所
管
す
る
区

域
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以
上
の
人

応
募
方
法　

４
月
１
日
㈬
～
24
日
㈮
に
、「
地
域
審

議
会
公
募
委
員
応
募
申
込
書
」（
本
庁
、
各
支
所
・

出
張
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）
に
必
要

事
項
と
「
地
域
審
議
会
委
員
に
応
募
し
た
理
由

（
４
０
０
字
以
内
）」
を
記
入
し
、持
参
、郵
送
（
当

日
必
着
）、
メ
ー
ル
に
よ
り
企
画
政
策
課
へ
（
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん
）

選
考
方
法　

応
募
書
類
に
よ
る
選
考

応
募
先　

〒
８
６
６
‐
８
６
０
１
松
江
城
町
１
‐

25　

八
代
市
企
画
政
策
課　

G kikaku@
city.

yatsushiro.lg.jp

※
各
支
所
地
域
振
興
課
へ
も
持
参
に
よ
る
提
出
可

問
合
せ　

各
支
所
は
地
域
振
興
課

　

八
代
地
域　

企
画
政
策
課
☎
33
４
１
０
４

　
法
務
局
備
付
地
図
の
作
成
作
業

　

熊
本
地
方
法
務
局
は
、
今
年
度
に
、
萩
原
町
一
丁

目
、
萩
原
町
二
丁
目
、
大
手
町
一
丁
目
、
清
水
町
の

各
地
区
で
法
務
局
備
付
地
図
の
作
成
作
業
を
実
施
し

ま
す
。
本
作
業
は
Ｄ
Ｉ
Ｄ
地
区
（
人
口
集
中
地
区
）

の
う
ち
、
特
に
公
図
と
現
地
の
ず
れ
が
大
き
い
地
域

に
つ
い
て
法
務
局
が
精
度
の
高
い
地
図
を
作
成
し
ま

　 平成27年度から

固定資産税の税率は 1.6％に
■固定資産税の税率
　（改定前）1.5％→（改定後）1.6％
■税率改定の理由
なぜ 1.6％なのか？

　固定資産税の税率は、平成 17 年８月１日の市町村合併に
おける協定で『固定資産税率は、1.6％とする。ただし、平
成 17 年度から平成 19 年度までは 1.4％とし、平成 20 年
度から 21 年度までは 1.5％とする。なお、社会情勢によっ
ては、1.5％から 1.6％に引き上げる時期が前後することも
あり得る』とされており、合併時の決定事項です。

これまで 1.5％になっていたのはなぜか？
　合併協定に基づき平成 20 年度には税率を 1.5％に引き上
げましたが、その後に起こったリーマンショックなどの影響
により景気が冷え込んだため、なお書きによって 26 年度ま
で 1.5％に据え置いてきました。

なぜ平成 27 年度からなのか？
　本市の財政状況は、他の地方都市と同様に、超高齢化社会
の進行に伴う社会保障経費の増大が著しく、市民サービスを
維持していくためには、歳入の確保が重要な課題となってい
ます。また、平成 27 年度が３年ごとの土地・家屋の評価替
えの年で評価額の下落が見込まれることから、負担感の軽減
に繋がると判断し、平成 27 年度からとしました。
問合せ　資産税課☎33-4108

▼
証
明
書
交
付･･･

３
０
０
円
（
１
枚
）

問
合
せ

▼
閲
覧･･･

資
産
税
課
☎
33
４
１
０
８

▼
証
明
書
交
付･･･

市
民
税
課
☎
33
４
１
０
７

※
支
所
で
の
閲
覧
、証
明
書
交
付
は
地
域
振
興
課（
鏡

支
所
は
市
民
環
境
課
）

　

坂
本
地
域　

坂
本
支
所　

☎
45
２
２
１
１

　

千
丁
地
域　

千
丁
支
所　

☎
46
１
１
０
１

　

鏡
地
域　
　

鏡
支
所　
　

☎
52
２
１
３
１

　

東
陽
地
域　

東
陽
支
所　

☎
65
２
１
１
１

　

泉
地
域　
　

泉
支
所　
　

☎
67
２
１
１
１

す
。

　

作
業
完
了
後
は
、
成
果
に
基
づ
き
法
務
局
が
職
権

で
地
積
・
地
目
な
ど
に
つ
い
て
の
登
記
記
録
を
書
換

え
ま
す
。

　

作
業
の
実
施
に
伴
い
、
所
有
者
の
皆
さ
ん
の
境
界

確
認
の
立
会
い
と
調
査
・
測
量
の
た
め
の
敷
地
内
へ

の
立
入
り
に
つ
い
て
、
所
有
者
と
居
住
者
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
４
月
18
日
㈯
と
19
日
㈰
、
や
つ
し
ろ
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
多
目
的
ホ
ー
ル
で
土
地
所
有
者
へ
の

地
元
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
所
有
者
の
皆
さ
ん
の

ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

熊
本
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

　
　
　
　

☎
０
９
６
（
３
６
４
）２
２
２
４
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文
化
・
教
育

高齢ドライバーの皆さんへ
思い切って「運転免許証の自主返納」を

　八代警察署管内では、平成 26 年に 410 件の人身
事故が発生し、４人の尊い命が失われました。その内
の 100 件は高齢運転者（原付以上）が主たる原因の
交通事故で、死者１人を含む 137 人が負傷していま
す（うち 25 人が重傷）。
高齢になると
・反射神経や筋力が低下
　→ブレーキの遅れやブレーキを強く踏めない
・視野が狭くなり、動体視力も低下
　→交差車両や道路標識の見落とし
・遠近感の低下
　→対向車との距離がつかみにくい
などの影響で安全運転に支障が出てきます。
　「まだまだ大丈夫」「車がないと不自由」などの気持
ちは分かりますが、無理に車を運転して重大な事故を
起こせば、本人をはじめ家族にとっても取り返しのつ
かない状況になりかねません。
　運転に多少なりとも不安を感じているなら、家族で
話し合いの機会を持ち、「運転免許証の自主返納」を
考えてみませんか。
　なお、熊本県在住の 65 歳以上の自主返納者が「運
転経歴証明書」を取得し、産交バスから「免許返納者
割引乗車証」を発行してもらえると、バスを５割引の
運賃で利用できる割引制度があります。
　問合せ　八代警察署☎ 33-0110

　

東
陽
農
林
水
産
地
域
事
務
所
☎
65
２
１
１
１

■
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

　

化
学
肥
料
・
化
学
合
成
農
薬
の
５
割
低
減
の
取
り

組
み
と
セ
ッ
ト
で
取
り
組
む
営
農
活
動
に
支
援

交
付
単
価
例
（
10
ａ
当
た
り
）

　

緑
肥
の
作
付
け　

８
０
０
０
円

　

堆
肥
の
施
用　
　

４
４
０
０
円

　

有
機
農
業
（
う
ち
そ
ば
な
ど
雑
穀
・
飼
料
作
物
）

　
　

８
０
０
０
円
（
３
０
０
０
円
）

問
合
せ　

農
業
振
興
課
☎
33
８
７
５
１

　

I
　http://www.m

aff.go.jp/j/nousin/index.htm
l

　
日
本
型
直
接
支
払
制
度

　

農
業
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
の
た
め
の
地

域
活
動
や
営
農
活
動
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

■
多
面
的
機
能
支
払

◎
農
地
維
持
支
払　

農
地
法
面
や
水
路
等
の
草
刈
り

や
泥
上
げ
、
農
道
の
砂
利
補
充
な
ど
の
農
業
用
施

設
な
ど
を
共
同
で
管
理
す
る
活
動
に
支
援（
公
役
）

◎
資
源
向
上
支
払

共
同
活
動　

農
業
用
施
設
な
ど
の
軽
微
な
補
修
や

植
栽
に
よ
る
景
観
形
成
な
ど
の
地
域
住
民
と
連

携
し
た
共
同
活
動
に
支
援

長
寿
命
化　

水
路
、
農
道
な
ど
の
老
朽
化
部
分
の

補
修
・
更
新
な
ど

交
付
単
価　

田
、
畑
、
草
地
と
農
地
維
持
支
払
や
資

源
向
上
支
払
の
組
合
せ
な
ど
で
単
価
が
変
動
し
ま

す
の
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

農
地
整
備
課
☎
33
４
１
１
８

■
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

　

中
山
間
地
域
な
ど
の
農
業
生
産
条
件
の
不
利
を
補

正
す
る
こ
と
で
農
業
生
産
活
動
を
将
来
に
向
け
て
維

持
す
る
活
動
の
支
援

　

新
た
に
第
４
期
対
策
（
平
成
27
年
度
～
31
年
度
）

と
し
て
実
施

交
付
単
価
（
10
ａ
当
た
り
）

　

田　

急
傾
斜
（1/20

～
）　

２
１
０
０
０
円

　
　
　

緩
傾
斜
（1/100

～
）　

８
０
０
０
円

　

畑　

急
傾
斜
（
15
度
～
）　
１
１
５
０
０
円

　
　
　

緩
傾
斜
（
８
度
～
）　　
３
５
０
０
円

問
合
せ　

農
林
水
産
政
策
課
☎
33
４
１
１
７

　

坂
本
農
林
水
産
地
域
事
務
所
☎
45
２
３
６
３

　
ふ
る
郷
愛
鏡
祭

　
漬
物
名
人
コ
ン
テ
ス
ト 

出
品
募
集

　

新
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業
・
第
30
回
ふ
る
郷
愛

鏡
祭
「
第
４
回
漬
物
名
人
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
５
月
24

日
に
開
催
し
ま
す
。

　

最
優
秀
者
に
は
３
万
円
相
当
の
旅
行
券
と
特
産
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
地
元
食
材
を
使
用
し
た
、

普
段
食
べ
て
い
る
「
我
が
家
の
自
慢
の
漬
物
」
を
出

品
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
内
容　

八
代
市
産
の
農
産
物
で
作
っ
た
漬
物

　

※
ス
ー
パ
ー
、
物
産
館
、
道
の
駅
な
ど
で
既
に
販

売
さ
れ
て
い
る
も
の
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

応
募
方
法　
「
応
募
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

ふ
る
郷
愛
鏡
祭
実
行
委
員
会
に
提
出
。（
郵
送
可
）

※
応
募
作
品
は
事
務
局
で
事
前
審
査
し
ま
す
。

応
募
締
切　

５
月
８
日
㈮
必
着

そ
の
他　

応
募
内
容
、
審
査
方
法
、
コ
ン
テ
ス
ト
の

流
れ
な
ど
の
詳
細
は
、
ふ
る
郷
愛
鏡
祭
「
第
４
回

漬
物
名
人
コ
ン
テ
ス
ト
」
募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。　

※
募
集
要
項
と
応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
鏡
支
所
地
域
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

ふ
る
郷
愛
鏡
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
鏡

支
所
地
域
振
興
課
内
）
☎
52
１
１
１
１

　
食
品
中
の

　
残
留
農
薬
基
準
値
が
見
直
さ
れ
ま
す

　

平
成
26
年
度
か
ら
食
品
中
の
残
留
農
薬
基
準
値
の

設
定
に
新
し
い
評
価
方
法
（
短
期
暴
露
評
価
）
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
農
薬
に
も

随
時
導
入
さ
れ
、
一
部
農
薬
で
は
既
に
新
評
価
方
法

に
よ
っ
て
使
用
方
法
な
ど
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
薬
ラ
ベ
ル
ど
お
り
に
使
用
し
て
も
残
留
基
準
値

を
超
過
す
る
恐
れ
の
あ
る
農
薬
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
農
薬
を
使
用
す
る
際
は
必
ず
最
新
の
登
録

内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
県
南
広
域
本
部
農
業
普
及
・
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
33
３
５
０
９

　
小
型
船
舶
海
上
安
全
講
習
会

　

船
舶
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
、
こ
れ
か
ら
船
舶
を

所
有
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
人
な
ど
、
誰
で
も
受
講

で
き
ま
す
。
当
日
受
付
で
、
受
講
は
無
料
で
す
。

と　

き　

４
月
10
日
㈮
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
会
議
室
Ａ

内　

容　

海
上
交
通
関
係
法
令
、
安
全
運
航
と
近
海

事
故
例
、
船
舶
免
許
更
新
制
度
、
船
舶
検
査
な
ど

講　

師　

熊
本
海
上
保
安
部
交
通
課
、
小
型
船
舶
検

査
機
構
三
角
支
所
長
、
九
州
運
輸
局
熊
本
運
輸
支

局
問
合
せ　

熊
本
県
小
型
船
舶
海
上
安
全
協
会
八
代
支

　
産
　
業

部
（
永
里
）
☎
33
１
２
０
１　

市
国
際
港
湾
振
興

課
☎
33
８
７
７
７
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史
跡
め
ぐ
り
「
歩
き
、
観
、
触
れ
る
！

　
国
史
跡 
八
代
城
」
参
加
者
募
集

　

国
指
定
史
跡
「
八
代
城
跡
群 

古
麓
城
跡 

麦
島
城

跡 

八
代
城
跡
」
の
う
ち
、
一
国
一
城
令
発
布
後
に

築
か
れ
た
八
代
城
跡
を
く
ま
な
く
探
訪
し
、
そ
の
魅

力
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
当
日
は
、
八
代
城

総
構
え
の
石
垣
（
移
設
復
元
）
も
見
学
し
ま
す
。

と　

き　

４
月
18
日
㈯
、
午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　

市
役
所
駐
車
場

コ
ー
ス　

①
八
代
城
本
丸
（
石
垣
隅
角
部
の
変
遷
～

「
元
和
八
年
」
銘
擬
宝
珠
～
宝
形
櫓
跡
～
本
丸
内

枯
山
水
庭
園
～
本
丸
内
井
戸
跡
～
月
見
櫓
跡
～
大

天
守
と
小
天
守
～
唐
人
櫓
跡
～
埋
御
門
跡
）
→
②

北
の
丸
跡
（
北
の
丸
庭
園
～
北
の
丸
石
垣
～
昭
代

　
文
　
化

　２月 28 日にあった「第６回ひなぐ雛祭り」
の「雛迎えの儀」で「ひなぐ雛」役を務めま
した。
　２歳上の瑠

る い
衣姉さんが２年前に「ひなぐ雛」

をした時に、きれいで楽しそうだったので私
もやってみたいと思いました。七五三以来、
化粧してもらえたのがとてもうれしかったで
す。たくさんの人が集まっていて緊張しまし
たが、ひなぐ雛の大役が無事に終わってほっ
としました。日奈久にまた来てください。

（日奈久小 新３年）

西
にしざき

﨑  七
な な み

海  さん

夢Talk
トーク

ひなぐ雛で
  日奈久をＰＲ

　
文
化
・
教
育

行
ぎょうせい

政書
し ょ し

士による入
にゅうかん

管問
もんだい

題無
むりょう

料相
そうだんかい

談会
 と　き　4月

がつ

22日
にち

（水
すい

）　午
ご ご

後1時
じ

30分
ぷん

～ 3時
じ

30分
ぷん

 ところ　市
しみん

民相
そうだんしつ

談室（市
し

役
やくしょ

所 本
ほんちょう

庁 舎
しゃ

1 階
かい

）

 内
ない

　容
よう

　家
かぞく

族の招
しょうへい

聘、国
こくさい

際結
けっこん

婚、永
えいじゅう

住、帰
き か

化、

　　　　 外
がいこくじん

国人の雇
こよう

用・会
かいしゃ

社設
せつりつ

立など

 問
といあわ　

合せ　秘
ひ し ょ か

書課 秘
ひしょ

書・国
こくさい

際 交
こうりゅうかかり

流 係 　☎34-1090

行政书士提供有关入管问题的免费咨询
 时 间：4月22日（星期三）  下午1点30分～下午3点30分

 地 点：市民咨询室（市政府总厅1楼 )

 内 容：邀请亲属访日，涉外婚姻，申请永住许可，

　　　　加入日本国籍，外国人就业・在日本设立公司等

 问 询：秘书课秘书・国际交流系

Gyosei-shoshi-lawyers Will Offer 
Free Consultations 

On Immigration, Residency and Nationality
 Office hours:   April 22nd(Wednesday) 1:30 PM to 3:30 

PM 
 Location:        Citizen’s Consultation Room (on the first 

floor of City Hall)
 The contents: inviting families to visit Japan, 

international marriage, permanent 
resident permit, naturalization (kika), 
foreigner's employment, establishing a 
company in Japan by a foreigner etc.

 Inquiries:        Secretary & International Exchanges 
Section in the Secretarial Division

　
　
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
春
募
集

　
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）
の

「
青
年
海
外
協
力
隊
」
と
「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
の
春
募
集
が
、
４
月
１
日
㈬
～
５
月
11
日
㈪
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

■
体
験
談
＆
説
明
会

と　

き　

４
月
18
日
㈯　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

熊
本
市
国
際
交
流
会
館　

４
階
第
１
・
第

３
会
議
室

問
合
せ　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
熊
本
☎
０
９
６

（
３
５
９
）
２
１
３
０
I
　http://w

w
w.jica.go.jp

　
　
厚
生
会
館

　
ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト

高
橋
佐
知
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

と　

き　

４
月
３
日
㈮　

午
後
１
時
～

Ｔ
Ｍ
Ｃ
ピ
ア
ノ
・
二
胡
コ
ン
サ
ー
ト

と　

き　

４
月
４
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
ま
ち
の
先
生
派
遣
事
業

　
　

市
民
に
伝
統
文
化
や
芸
術
文
化
に
触
れ
て
も
ら
う

機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
要
望
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ

コ
ー
ル
麦
島
コ
ン
サ
ー
ト

と　

き　

４
月
17
日
㈮　

午
後
２
時
～

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６

ま
な
分
野
の
知
識
や
技
能
を
持
つ
市
内
の
人
を
「
ま

ち
の
先
生
」
と
し
て
派
遣
し
ま
す
。

利
用
者　

市
民
（
主
に
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
）

で
、
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

内　

容　

書
道
、
俳
句
、
茶
道
、
華
道
、
陶
芸
、
詩

吟
、
日
本
舞
踊
、
日
本
民
謡
、
伝
統
芸
能
、
大
正

琴
、
着
付
け
、
合
唱
、
写
真
、
フ
ラ
ダ
ン
ス

そ
の
他　

講
師
へ
の
謝
礼
は
不
要
で
す
。
申
込
方
法

な
ど
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

文
化
振
興
課
☎
33
４
５
３
３

橋
と
北
の
丸
堀
跡
～
織
田
信
長
墓
な
ど
）
→
③
三

の
丸
跡
（
三
の
丸
石
垣
の
調
査
～
萩
原
旧
堤
防
跡

出
土
石
垣
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
～
澤
井
家
住
宅
と
長
屋

門
～
永
御
蔵
御
門
跡
）
→
④
二
ノ
丸
跡
（
二
の
丸

跡
石
垣
）

定　

員　

50
人　

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

参
加
料　

無
料

そ
の
他　

雨
天
時
は
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
各
自
飲

み
物
、
雨
具
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

４
月
16
日
㈭
午
後
５
時
ま
で
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

問
合
せ　

文
化
振
興
課
☎
33
４
５
３
３
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ごみ非常事態宣言継続中

問合せ　廃棄物対策課☎34-1997

期 間 燃えるごみの
収集量

1 人 1 日当たりの
燃えるごみの量

H26年2月 1,252 ｔ 425 ｇ
H27年2月 1,172 ｔ 401 ｇ

比 較 － 80 ｔ － 24 ｇ

期 間 燃えるごみの
収集量

1 人 1 日当たりの
燃えるごみの量

H21年8月～ 22年 7月 19,127 ｔ 490 ｇ
H26年3月～ 27年 2月 17,530 ｔ 458 ｇ

比 較 － 1,597 ｔ － 32 ｇ

家庭ごみ収集量の前年比較

家庭ごみ収集量の「ごみ非常事態宣言前」との比較

博物館展示案内（4月）
問合せ 博物館☎34-5555

特
別
展
示
室

◆八代美術協会創立 50 周年記念　やつしろ美術展
　 ～半世紀・進化の途中～　　4/1 ㈬～ 4/12 ㈰
◆RKKこどもスケッチ大会
　 入賞作品展　　　　　　　  4/17 ㈮～ 4/19 ㈰
◆春季特別展覧会　豪華絢爛！長崎刺繍
　 ～くんちに息づく風流の心～　4/24 ㈮～ 6/7 ㈰

常

設

展

示

室

◆考古 須恵器の美　　　　　 3/31 ㈫～ 10/18 ㈰
◆八代城
　 瓦からわかる麦島城・八代城　開催中（通年）
◆民俗 I 妙見祭 笠鉾のヒミツ　3/31 ㈫～ 10/18 ㈰
◆民俗 II
　 妙見祭 獅子組のヒミツ　　　3/31 ㈫～ 6/14 ㈰
◆古文書を読む I 
　 古文書をのこす　　　　　　3/31 ㈫～ 6/28 ㈰
◆信仰のかたち IV
　 釈迦院の仏神像　　　　　 開催中～4/19 ㈰
◆信仰のかたち I
　 盛光寺の阿弥陀如来　　　　4/24 ㈮～ 10/25 ㈰
◆くまもとの金工 肥後鐔の魅力　4/24 ㈮～翌3/27 ㈰
◆八代焼 I 象嵌の技法　　　　3/31 ㈫～ 6/21 ㈰
◆和紙 千代紙　　　　　　　　開催中～ 4/5 ㈰
◆和紙 広重の絵封筒　　　　　4/7 ㈫～ 5/17 ㈰
◆米作りの道具
　 お米はどうやってできるの？　開催中（通年）
◆新収蔵品展 釈迦院の名宝から
　 「流星」風防まで　　　　　開催中～4/19 ㈰

4月の休館日 6㈪、13㈪、20㈪～23㈭※春季特別展覧会
準備のため休館、27㈪

博物館ホームページ
http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/museum/

　
環
　
境

　
　
や
つ
し
ろ
子
ど
も
支
援
相
談
室

　
　

専
門
の
相
談
員
が
、
小
中
学
生
・
園
児
や
保
護
者

の
皆
さ
ん
の
不
安
や
悩
み
に
答
え
ま
す
。

相
談
時
間　

月
～
金
曜
日　

午
後
１
時
～
５
時
（
時

間
変
更
は
可
能
で
す
）

主
な
相
談
内
容　

・
い
じ
め
や
不
登
校
、
友
人
関
係

に
関
す
る
こ
と　

・
特
別
な
支
援
に
関
す
る
こ
と

　

・
就
学
や
進
路
に
関
す
る
こ
と　

・
子
育
て
に

関
す
る
こ
と　

な
ど　

※
個
人
情
報
の
取
扱
い
に

は
十
分
配
慮
し
ま
す
。

相
談
の
形　

電
話
、
メ
ー
ル
、
来
所
、
訪
問

相
談
先　

や
つ
し
ろ
子
ど
も
支
援
相
談
室
（
千

丁
支
所
２
階
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
）
☎

30
１
６
６
９
、
G
　kodom

o-sien@yatsushiro.
jp

　
　
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
伴
う

　
発
掘
作
業
員
の
登
録

　

平
成
27
年
度
の
遺
跡
発
掘
調
査
に
伴
い
、
発
掘
作

業
員
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。
26
年
度
に
登
録
し

た
人
も
更
新
が
必
要
で
す
。

　
　
八
代
妙
見
祭
衣
装
方
着
付
け
講
習
会

　
　

祭
礼
衣
装
に
関
す
る
着
付
け
の
技
術
を
学
び
、
着

付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
妙
見
祭
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。（
初
心
者
大
歓
迎
）

と　

き　

毎
月
第
２
火
曜　

午
後
２
時
～
４
時

　
（
５
月
だ
け
は
５
月
19
日
㈫
）

と
こ
ろ　

代
陽
公
民
館　

和
室

　
　
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
届
出
な
ど

　
　

市
内
に
は
、
古
墳
や
城
跡
、
干
拓
の
樋
門
や
堤
防

跡
な
ど
、
４
０
０
を
超
え
る
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
遺

跡
内
で
工
事
な
ど
を
行
う
際
に
は
、
文
化
財
保
護
法

に
基
づ
く
事
前
の
届
出
な
ど
が
必
要
で
す
。
工
事
予

定
地
が
遺
跡
に
含
ま
れ
て
い
る
か
、
文
化
振
興
課
で

事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
特
に
重
要
な
遺
跡
は
、
国
や
県
、
市
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
史
跡
の
中
で
工
事
な
ど

を
行
う
場
合
に
は
、
文
化
財
保
護
法
の
届
出
前
に
、

現
状
変
更
の
許
可
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

文
化
振
興
課
☎
33
４
５
３
３

　

な
お
、
登
録
者
全
員
が
雇
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

４
月
10
日
㈮
か
ら
随
時　

午
前
９
時
～

午
後
５
時

受
付
場
所　

文
化
振
興
課
（
本
庁
舎
３
階
）

登
録
の
有
効
期
間　

平
成
28
年
度
登
録
開
始
ま
で

登
録
の
条
件　

ど
な
た
で
も

そ
の
他　

登
録
は
必
ず
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

登
録
用
の
顔
写
真
１
枚
（
４
㎝
×
３
㎝
程
度
）

　

で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

文
化
振
興
課
☎
33
４
５
３
３

対
象
者　

祭
礼
衣
装
に
興
味
が
あ
る
人
、
当
日
の
都

合
が
付
け
ば
着
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
で
き
る
人

受
講
料　

無
料

講　

師　

八
代
妙
見
祭
衣
装
方　

小
嶋
授
子 

氏

内　

容　

実
際
の
祭
礼
衣
装
を
用
い
た
実
技
、
帯
の

締
め
方
を
は
じ
め
と
す
る
着
付
け
の
基
礎
講
習
な

ど
申
込
み　

文
化
振
興
課
☎
33
４
５
３
３

　
応
援
し
ま
す
　
下
水
道
接
続
工
事

　

今
年
度
に
限
り
、
公
共
下
水
道
へ
接
続
し
た
人
に

予
算
の
範
囲
内
で
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
区
域　

公
共
下
水
道
処
理
区
域
（
た
だ
し
、
公

示
の
日
か
ら
３
年
以
内
の
千
丁
処
理
区
と
鏡
処
理

区
を
除
く
）

対
象
工
事　

汲
み
取
り
便
所
や
浄
化
槽
を
廃
し
て
公

共
下
水
道
に
接
続
す
る
た
め
の
工
事
（
新
築
を
除

く
）

助
成
金
受
給
資
格

〇
処
理
区
域
内
の
建
物
の
所
有
者
か
そ
の
同
意
を
得

た
使
用
者

〇
市
税
と
下
水
道
受
益
者
負
担
金
（
分
担
金
を
含

む
。）
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

〇
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
と
利
子
補
給

を
受
け
て
い
な
い
こ
と 

な
ど

助
成
金
額

汲
み
取
り
便
所
か
ら
の
改
造
工
事　

８
０
０
０
０
円

単
独
浄
化
槽
か
ら
の
改
造
工
事　
　

４
０
０
０
０
円

合
併
処
理
浄
化
槽
か
ら
の
改
造
工
事

（
補
助
金
を
受
給
し
て
い
な
い
人
）　

３
０
０
０
０
円

（
補
助
金
を
受
給
し
て
い
る
人
）　　

２
０
０
０
０
円

※
改
造
工
事
額
が
助
成
額
を
下
回
る
場
合
は
、
そ
の

改
造
工
事
額
と
し
ま
す
。

　

排
水
設
備
等
計
画
確
認
申
請
書
と
同
時
に
必
要
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

下
水
道
総
務
課
☎
33
４
１
４
７
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そ
の
他

図 書 館 催し物案内（４月）
施設点検休館日、開館前、閉館後の本の返却は返却ポストへお願いします
こどもの読書週間「本は キラキラ 万華鏡」4 月 23 日～５月 12 日

行　　　　　事 と　　　　き 内　　　　　容

０・１・２歳児向けおはなし会 9日㈭ 午前11時～
語り手：子羊文庫

幼児・小学生向けおはなし会 4･11･18･25日㈯ 午後3時～
図書館講座 文学講座・歴史講座はお休みです。

こどもの読書週間イベント

▶毎日おはなし会　23日㈭～ 5月12日㈫ 午前11時～ 11時30分　おはなしコーナー
▶絵本クイズ ～なんもんこたえられるかな～　23日㈭～ 5月12日㈫
▶こどもの読書週間おはなし会（０･１･２歳児向けおはなし会）
　26日㈰ 午前11時～　2階大集会室　語り手：子羊文庫
▶おとなの工作「新聞紙で作るコサージュ」
　29日㈬ 午前11時30分～正午　2階中集会室　申込不要
▶つくってあそぼう「かわりかぶと」
　5月5日㈫ 午前11時30分～正午　絵本コーナー　申込不要

あかちゃん向けおはなし会
（赤ちゃん広場）

20日㈪ 午前10時30分～
27日㈪ 午後2時30分～ 語り手：いないいないばぁの会

幼児・小学生向けおはなし会
4･11･18日㈯ 午前11時～ 語り手：図書館員
25日㈯ 午後2時～ 語り手：山猫軒

こどもの読書週間イベント

▶毎日おはなし会　23日㈭～ 5月12日㈫ 午前11時～ 11時30分　絵本コーナー
▶絵本クイズ ～なんもんこたえられるかな～　23日㈭～ 5月12日㈫
▶おとなの工作「新聞紙で作るエコバッグ」
　5月3日㈬ 午前11時30分～正午　絵本コーナー　申込不要
▶つくってあそぼう「かわりかぶと」
　5月5日㈫ 午前11時30分～正午　絵本コーナー　申込不要

あかちゃん向けおはなし会
（おはなしぴよぴよ） 3･17日㈮ 午前11時～ 対象：0歳～未就園児　語り手：図書館員

幼児・小学生向けおはなし会 5日㈰ 11･25日㈯ 午後2時～ 対象：幼児～小学生　語り手：ぐるんぱ

こどもの読書週間イベント

▶毎日おはなし会　23日㈭～ 5月12日㈫ 午前11時～ 11時30分　おはなしの部屋
▶絵本クイズ ～なんもんこたえられるかな～　23日㈭～ 5月12日㈫
▶おとなの工作「新聞紙で作るコサージュ」
　5月3日㈬ 午前11時30分～正午　絵本コーナー　申込不要
▶つくってあそぼう「かぶととどうぶつぼうし」
　5月5日㈫ 午前11時30分～正午　絵本コーナー　申込不要

施設点検休館日　市立図書館本館：22日㈬、せんちょう図書館：14日㈫、かがみ図書館：22日㈬
▶ 6 日㈪ 9:40 ひので保育園 10:15 金剛公民館 10:45 ま心苑　　　  ▶ 7 日㈫ 9:40 高島団地 10:10 築添団地 10:45 八代中央クリニック
▶ 8 日㈬ 9:40 麦島公民館 10:15 植柳公民館 10:45 偕老苑　　　　  ▶ 9 日㈭ 9:40 竹原県職住宅 10:10 日本製紙太田郷社宅 10:40 日本製紙日置社宅
▶ 10 日㈮ 13:15 日奈久小 14:00 南部市民センター 14:30 保寿寮　 ▶ 13 日㈪ 13:15 郡築小 14:05 八千把公民館 14:30 海士江西村ビル
▶ 14 日㈫ 13:25 二見小 14:10 二見公民館 14:55 光嶺保育園　　　  ▶ 15 日㈬ 13:15 龍峯小 13:55 如見商店前 14:25 中次団地
▶ 16 日㈭ 13:15 八竜小 14:10 JA 坂本 14:50 グリーンパーク　　  ▶ 17 日㈮ 13:15 東陽小 14:05 河俣山村広場 14:40 東陽せせらぎ
▶ 20 日㈪ 9:40 流藻川団地 10:05 すずらん苑 10:40 きぼうの里たいよう　▶ 23 日㈭ 13:15 昭和小 14:00 郡築 11 八協連 14:35 井揚団地
▶ 24 日㈮ 13:20 泉小中学校 14:00 市泉支所 14:30 泉運動広場　　 ▶ 27 日㈪ 9:40 JR 西宮アパート 10:10 市立病院 10:40 老人ホーム楽寿
▶ 28 日㈫ 9:40 総合体育館 10:10 東中洲公園 10:40 あさひ園　　    ▶ 30 日㈭ 9:40 鏡しらぬい保育園 10:15 鏡体育館 10:45 古閑出 JA 倉庫

4月1日から図書館の開館時間が2時間長くなります　開館時間　平日：午前9時30分～午後8時　土日祝：午前9時30分～午後7時
　平日も土日祝日もこれまでより2時間延長し、仕事などで来館できなかった人も利用できるようになります。

図書資料の返却を忘れずに　▶図書の貸出期間は、借りた日を含めて15日間です。多くの人が利用できるよう、早めの返却をよろしくお願いします。

図書館行事は原則無料　　問合せ　市立図書館本館☎32-3385　せんちょう図書館☎46-1901　かがみ図書館☎52-5567

市
立
図
書
館
本
館

か
が
み
図
書
館

せ
ん
ち
ょ
う
図
書
館

移
動
図
書
館
巡
回
日
時

午前 9 時 30 分～午後８時（土日祝午後７時）

　
　
坂
本
町
の
３
地
区
で
携
帯
電
話
が

　
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

市
で
は
携
帯
電
話
事
業
者
と
協
力
し
て
、
携
帯
電

話
が
通
じ
な
い
地
域
の
解
消
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
協
力
を
得
て
、
坂
本
町
枳

之
俣
地
区
、
横
様
地
区
、
市
ノ
俣
地
区
で
携
帯
電
話

が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

情
報
政
策
課
☎
33
４
１
０
３

　
　
緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

　
　

森
林
の
整
備
や
環
境
緑
化
を
推
進
す
る
た
め
の
緑

の
募
金
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
町
内
か
ら
「
緑

の
募
金
」
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
期
間
（
春
期
）　

５
月
31
日
㈰
ま
で

問
合
せ　

八
代
市
み
ど
り
推
進
協
議
会
（
水
産
林
務

課
内
）
☎
33
４
１
１
９

　
宝
く
じ
助
成
事
業
で

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
を
整
備

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
、
日
奈
久
住
民
自
治
会
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
（
音
響

機
材
）
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

は
宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事
業
費

を
財
源
に
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

助
成
決
定
を
行
う
も
の
で
、
今
後
の
日
奈
久
住
民
自

治
会
の
ま
す
ま
す
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　
企
画
政
策
課
☎
33
４
１
０
４
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２
月
13
日
、
植
柳
公
民
館
で
う
や
な
ぎ
自
主

防
災
マ
ッ
プ
実
践
的
活
用
学
習
会
が
開
か
れ
、

植
柳
校
区
の
自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
約
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
植
柳
校
区
住
民
自
治
協
議
会
が
避

難
場
所
や
要
援
護
者
世
帯
な
ど
の
情
報
を
集
め

て
自
発
的
に
作
成
し
た
自
主
防
災
地
図
「
う
や

な
ぎ
防
災
マ
ッ
プ
」
の
完
成
披
露
と
自
主
防
災

組
織
の
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
学
習
会
で
す
。

　

県
危
機
管
理
防
災
課
の
橋
本
守も

り
か
ず和

さ
ん
を
講

　

植
柳
校
区
住
民
自
治
協
議
会
の
岩
﨑
敏と

し
か
つ勝

会

長
は
「
校
区
の
自
主
防
災
マ
ッ
プ
は
八
代
で
は

初
め
て
で
す
。
災
害
時
に
は
、
要
援
護
世
帯
の

人
た
ち
を
全
員
助
け
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

城し
ろ

断
層
地
震
に
お
い
て
長
野
県
白は

く

馬ば

村
で
大
被

害
に
も
か
か
わ
ら
ず
死
者
０
だ
っ
た
「
白
馬
の

奇
跡
」
の
事
例
を
通
じ
て
「
自
助
と
共
助
で
命

を
救
う
」
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

師
に
迎
え
、
平
成
26
年
11
月
22
日
の
長
野
県
神か

み

　

３
月
８
日
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
八
代
店
で
「
第
６

回 

彦
市
フ
ェ
ス
タ
」
が
行
わ
れ
、「
と
ん
ち
日

和
の
ば
け
日
和
」
を
テ
ー
マ
に
約
70
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。（
※
彦
一
は
「
彦
市
」
の
表
記
で

も
使
わ
れ
ま
す
）

　

彦
一
と
ん
ち
話
の
自
転
車
紙
芝
居
「
ひ
こ
い

ち
と
え
ん
ま
さ
ま
」
や
大
型
絵
本
「
が
め
さ
ん

と
ひ
こ
い
ち
ど
ん
」
の
読
み
聞
か
せ
が
、
お
年

寄
り
や
親
子
連
れ
の
人
気
を
集
め
ま
し
た
。
彦

一
に
扮
し
て
「
と
ん
ち
彦
一
の
歌
」
を
披
露
し

　

坂
本
町
木き

ぎ

す

々
子
地
区
に
残
る
七
夕
綱
が
３
月

２
日
、「
八
代
・
芦
北
の
七
夕
綱
」
と
し
て
「
記

録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文

化
財
（
国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
）」
に
選
択

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
３
月
９
日
、
八
代

七
夕
綱
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
５
人
が
市
役
所
を

訪
れ
、
文
化
庁
長
官
か
ら
交
付
さ
れ
た
選
択
書

を
中
村
博
生
市
長
か
ら
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
「
八
代
・
芦
北
の
七
夕
綱
」
は
集
落
な
ど
に

綱
を
張
り
、
地
区
の
人
々
が
製
作
し
た
人
形
や

農
具
な
ど
の
藁わ

ら

細
工
を
つ
る
す
も
の
で
す
。
綱

を
張
る
こ
と
で
集
落
内
に
悪
霊
や
疾
病
が
侵
入

す
る
の
を
防
ぐ
な
ど
の
伝
承
が
あ
り
ま
す
。
か

つ
て
は
県
南
部
の
30
カ
所
以
上
の
地
区
で
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、今
で
は
八
代
市
（
１
カ
所
）

と
芦
北
町
（
４
カ
所
）
の
５
カ
所
の
み
で
す
。

　

同
保
存
会
会
長
の
久
保
田
賢
一
さ
ん
は
「
伝

承
し
て
い
く
に
は
後
継
者
育
成
は
欠
か
せ
な

い
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
七
夕
綱
を
広
げ

て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

た
高
瀬
久ひ

さ
よ
し義

さ
ん
は
「
小
さ
い
頃
に
少
年
雑
誌

『
少
年
』
や
『
ぼ
く
ら
』
を
愛
読
し
て
い
て
掲

載
さ
れ
て
い
た
彦
一
を
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
歌
も
ラ
ジ
オ
放
送
の
主
題
歌
で
し
た
」
と

懐
か
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

　

彦
一
と
ん
ち
話
に
ま
つ
わ
る
プ
ラ
板
工
作
教

室
に
参
加
し
た
八
代
小
５
年（
取
材
時
）の
松
永

龍り
ゅ
う

成せ
い

く
ん
は
「
球
磨
川
に
河
童
が
い
る
と
聞

い
て
河
童
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
り
ま
し
た
」

と
楽
し
そ
う
で
し
た
。

▲自主防災マップを作成した皆さん

▲アメを配って始まった自転車紙芝居▲中村市長から選択書を受け取った八代七夕綱保存会のメンバー

▲八代地域農業協同組合本所で行われた発送式

手作りの防災マップ完成
うやなぎ自主防災マップ実践的活用学習会

とんち日和のばけ日和
彦市フェスタ

県産畳表を世界へ発信
いぐさ・畳表ベンチを発送

木々子地区に残る七夕綱
国の無形民俗文化財に選択

Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち
Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち

　

５
月
か
ら
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
市
で
開
催
さ

れ
る
「
２
０
１
５
年
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
」
で
、

和
の
食
と
文
化
の
紹
介
を
行
う
日
本
館
の
イ
ベ

ン
ト
広
場
に
、
縦
50
㎝
横
１
５
０
㎝
の
「
い
ぐ

さ
・
畳
表
ベ
ン
チ
」
18
脚
を
設
置
し
ま
す
。

　

そ
の
発
送
式
が
２
月
19
日
に
行
わ
れ
、
主
催

の
熊
本
県
い
ぐ
さ
・
畳
表
活
性
化
連
絡
協
議
会

を
は
じ
め
、
県
や
市
、
氷
川
町
、
八
代
地
域
農

業
協
同
組
合
の
関
係
者
な
ど
約
50
人
が
出
席
。

同
協
議
会
の
田
島
幹
雄
会
長
が
「
い
草
・
畳
表

の
文
化
を
Ｐ
Ｒ
し
、
認
知
度
を
高
め
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
３
脚
の
ベ
ン
チ
の
座
面

に
は
く
ま
モ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
畳
が
施
さ
れ
、
説

明
プ
レ
ー
ト
に
は
イ
タ
リ
ア
語
と
英
語
で
「
日

本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
畳
の
表
面
は
、
い
草
で

で
き
て
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

同
博
覧
会
で
は
２
０
０
０
万
人
の
入
場
者
数

が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
県
産
畳
表
の
新
た
な
需

要
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。
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市ホームページの「まちのわだい」は他の話題も掲載（随時更新中） 笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

八代支援学校で塗装ボランティア

電話お願い手帳・ふれあい速達便を贈呈

▲塗装と補修作業が行われた作業棟

▲市長に電話お願い手帳とふれあい速達便を
　手渡す川嶋一敏支店長（右）

　

２
月
18
日
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
八
代
支
店
の
川
嶋
一
敏
支
店
長

ら
が
市
役
所
を
訪
れ
、耳
や
言
葉
が
不
自
由
な
人
の
た

め
の
電
話
お
願
い
手
帳
２
２
５
冊
と
ふ
れ
あ
い
速
達
便

50
冊
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
同
社
が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。「
電
話
お
願
い
手
帳
」
は

外
出
先
で
電
話
連
絡
な
ど
を
行
う
際
に
、
要
件
を
書
い

た
り
カ
ー
ド
を
見
せ
た
り
し
て
周
囲
の
人
に
協
力
を
お

願
い
す
る
と
き
に
使
い
ま
す
。「
ふ
れ
あ
い
速
達
便
」

は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
簡
単
に
利
用
で
き
る
よ
う
工
夫
さ

れ
た
送
信
用
紙
で
す
。
川
嶋
支
店
長
は
「
で
き
る
だ
け

多
く
の
人
に
利
用
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
７
Ｅ
地
区
青
年

ア
カ
デ
ミ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
老
朽
化
し
た

八
代
支
援
学
校
の
作
業
棟
に
塗
装
を
中
心
と
し
た
補
修

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
が
同
校
を
視
察

し
た
際
、
作
業
棟
の
環
境
改
善
が
必
要
だ
と
判
断
し
た

こ
と
か
ら
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
１
月
末
か
ら
毎
週
土
日
の
７
日
間
を
使
い
作
業

は
進
め
ら
れ
、
夏
季
の
遮
熱
や
冬
季
の
保
温
に
優
れ
た

環
境
に
な
り
、
老
朽
化
を
感
じ
さ
せ
な
い
美
し
い
外
観

が
蘇
り
ま
し
た
。
作
業
最
終
日
の
２
月
22
日
に
は
、
完

成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
同
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

１００歳 おめでとうございます

　

現
在
、
妹
と
一
緒
に
施
設
で
暮
ら
し
て
い

る
満
さ
ん
。
熊
本
市
で
８
人
兄
妹
の
三
女
と

し
て
生
ま
れ
育
ち
、
結
婚
後
は
夫
の
仕
事
の

都
合
で
長
い
間
台
湾
で
過
ご
し
ま
し
た
。
そ

の
後
竜
北
町
に
住
み
、
10
年
前
に
妹
と
暮
ら

す
た
め
鏡
町
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

　

和
裁
が
得
意
で
、
自
分
で
着
物
を
仕
立
て

て
い
た
と
い
う
満
さ
ん
の
長
寿
の
秘
訣
は「
ど

こ
で
も
歩
い
て
行
き
、
足
腰
が
強
い
か
ら
」。

　

現
在
施
設
で
暮
ら
し
、
カ
ラ
オ
ケ
や
季
節

の
行
事
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
る
コ
ナ
ミ
さ

ん
。
鏡
町
の
文
政
で
６
人
兄
弟
の
次
女
と
し

て
生
ま
れ
育
ち
、
小
さ
な
雑
貨
店
を
営
み
な

が
ら
４
人
の
子
ど
も
を
育
て
ま
し
た
。

　

手
先
が
器
用
で
、
干
し
柿
作
り
や
大
根
の

皮
む
き
な
ど
の
家
事
作
業
が
得
意
と
い
う
コ

ナ
ミ
さ
ん
の
長
寿
の
秘
訣
は
「
６
年
程
前
ま

で
自
分
の
お
店
に
出
て
い
た
こ
と
」。

　

６
人
兄
弟
の
４
番
目
と
し
て
生
ま
れ
育
っ

た
キ
ヨ
さ
ん
。
結
婚
後
は
夫
と
と
も
に
雑
貨

屋
と
豆
腐
屋
を
営
み
な
が
ら
４
人
の
子
ど
も

を
育
て
ま
し
た
。

　

音
楽
が
大
好
き
で
趣
味
は
カ
ラ
オ
ケ
。
三

味
線
も
た
し
な
ん
で
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
畑
仕
事
な
ど
屋
外
で
の

作
業
や
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
か

ら
」。

　

泉
町
で
６
人
兄
弟
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ

育
っ
た
ミ
ス
エ
さ
ん
。
同
地
区
の
人
と
結
婚

し
、
農
業
を
し
な
が
ら
５
人
の
子
ど
も
を
育

て
ま
し
た
。

　

手
先
が
器
用
な
こ
と
も
あ
り
、
裁
縫
が
得

意
で
上
手
に
仕
上
げ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

足
腰
が
強
く
、
畑
仕
事
に
励
ん
だ
と
い
う

ミ
ス
エ
さ
ん
の
長
寿
の
秘
訣
は「
よ
く
鼻
歌
を

歌
い
な
が
ら
毎
日
を
楽
し
ん
で
い
た
か
ら
」。

　

現
在
、
息
子
夫
婦
と
暮
ら
し
て
い
る
ミ
ツ

ヱ
さ
ん
。
６
人
兄
弟
の
長
女
と
し
て
泉
で
生

ま
れ
育
ち
、
結
婚
後
は
農
業
で
６
人
の
子
ど

も
を
育
て
ま
し
た
。

　

身
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
で
90
歳
頃

ま
で
畑
仕
事
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

口
癖
は
「
自
分
で
何
で
ん
せ
ん
ば
ん
」
で
、

歩
行
が
不
安
定
に
な
っ
た
今
で
も
着
替
え
な

ど
を
自
分
で
し
て
い
ま
す
。

　

金
剛
で
長
女
と
し
て
生
ま
れ
育
っ
た
ツ
ギ

エ
さ
ん
。
入
所
し
て
い
る
施
設
に
は
、
弟
が

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
通
い
、
顔
を
合
わ
せ
て
い

ま
す
。
施
設
で
歌
い
な
が
ら
披
露
す
る
手
踊

り
は
学
校
の
先
生
た
ち
が
習
い
に
来
て
い
た

ほ
ど
の
腕
前
で
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
嫌
い
な
も
の
が
な
く
何

で
も
食
べ
る
し
、
特
に
白
ご
飯
が
大
好
き
だ

か
ら
」。

石田  満
みつる

さん
（鏡町）

大正４年１月２６日生

田添  コナミさん
（鏡町）

大正４年２月２０日生

藤田  キヨさん
（鏡町）

大正４年２月１５日生

本田  ミスエさん
（泉町）

大正４年２月２２日生

上本  ミツヱさん
（泉町）

大正４年２月１８日生

赤星  ツギエさん
（葭牟田町）

大正４年３月６日生
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図書と書架を寄附

八代市善行児童生徒表彰式

八代地域協議会情報交換会

全国赤ちゃんハイハイ大会on the畳

八代サミット

八代オープンラージボール卓球大会

▲「本をたくさん読んで立派な大人になって
　ください」と話す竹田裕一さん

▲受賞した生徒の皆さん

▲６つの地域協議会がスライドを使って活動
　を発表

▲元気良くハイハイ

▲パネリストが独自の着眼点を披露

▲鋭いスマッシュを決める選手

　

金
剛
小
学
校
弥
次
分
校
の
卒
業
生
で
あ
る
竹
田
裕
一

さ
ん
が
、
昨
年
末
、
母
校
に
児
童
用
図
書
２
０
２
冊
と

書
架
１
台
を
寄
附
し
た
こ
と
に
伴
い
、
２
月
18
日
、
今

坂
孝
広
校
長
や
全
校
児
童
な
ど
約
70
人
が
参
加
し
て
同

校
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
さ
ん
の
「
母
校
に
恩
返
し
が
し
た
い
」「
子
ど

も
た
ち
に
本
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
の

思
い
か
ら
寄
附
に
至
り
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、３
年
の
髙こ

う
さ
か坂

藍あ
い

梨り

さ
ん
が
「
い
た
だ

い
た
本
を
大
切
に
し
、た
く
さ
ん
読
み
ま
す
」と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。ま
た
、児
童
た
ち
は
歌
や
リ
コ
ー

ダ
ー
に
よ
る
演
奏
で
感
謝
の
気
持
ち
を
表
現
し
ま
し
た
。

　

３
月
３
日
、
八
代
市
善
行
児
童
生
徒
表
彰
式
が
厚
生

会
館
で
行
わ
れ
、
市
内
中
学
校
の
７
個
人
と
２
団
体
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
社
会
奉
仕
活
動
や
人
命
救
助
な
ど
、
模
範

と
な
る
活
動
を
自
主
的
に
行
っ
た
市
内
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

毎
日
の
あ
い
さ
つ
運
動
と
学
校
周
辺
の
ご
み
拾
い
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
る
第
六
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
代
表
の
宮
永
蓮
く
ん
と
、
同
中
学
校
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
代
表
の
田
上
う
ら
ら
さ
ん
は
「
あ
い
さ

つ
を
交
わ
す
こ
と
で
、一
日
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

２
月
28
日
、
市
内
の
各
地
域
協
議
会
が
活
動
内
容
の

発
表
を
行
う
八
代
地
域
協
議
会
情
報
交
換
会
が
太
田
郷

公
民
館
で
行
わ
れ
、
約
１
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
地
域
協
議
会
間
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、
東
町
や
八
千
把
な
ど
６
つ
の
地
域
協
議
会
が

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

植
柳
校
区
住
民
自
治
協
議
会
の
発
表
で
は
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
実
施
し
た
「
自
主
防
災

マ
ッ
プ
事
業
」
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
、
具
体
的
作

業
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
月
７
日
、
イ
オ
ン
八
代
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
「
第
３
回
全
国
赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
大
会
Ｏ
Ｎ 

Ｔ

Ｈ
Ｅ 

畳
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内
外
の
赤
ち
ゃ
ん
71
人

が
畳
の
上
を
ハ
イ
ハ
イ
し
ま
し
た
。

　

出
場
者
は
歩
き
出
す
前
の
１
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
。

制
限
時
間
２
分
で
４
ｍ
先
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
玩
具
な
ど
で
赤
ち
ゃ
ん
の
気

を
引
き
ゴ
ー
ル
へ
導
き
ま
す
が
、
微
動
だ
に
し
な
い
赤

ち
ゃ
ん
も
い
れ
ば
、
食
べ
物
に
手
が
届
か
ず
泣
き
出
す

赤
ち
ゃ
ん
も
い
ま
し
た
。
揚
町
か
ら
参
加
し
た
森
川
彩

さ
ん（
朝あ

さ

博ひ

く
ん
）は
「
日
々
成
長
す
る
息
子
と
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
、
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
「
八

代
サ
ミ
ッ
ト 

『
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
』
提
案

中 

チ
ャ
ン
ス
到
来
！
活
か
せ
る
か
!?
八
代 

私
な
ら
こ

の
一
手
」
が
開
催
さ
れ
、
約
５
０
０
人
の
観
客
が
出
演

者
の
意
見
発
表
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

小
野
泰
輔
副
知
事
を
は
じ
め
、
５
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト

は
「
地
域
資
源
と
し
て
活
か
し
て
い
っ
て
欲
し
い
」「
妙

見
祭
に
は
受
け
継
が
れ
て
き
た
物
語
が
い
っ
ぱ
い
詰

ま
っ
て
い
る
」「
伝
統
芸
能
伝
承
館
を
新
市
庁
舎
と
一

緒
に
考
え
て
欲
し
い
」「
人
吉
球
磨
地
域
な
ど
県
南
地

域
で
の
協
力
体
制
の
確
立
が
重
要
」
な
ど
活
発
な
議
論

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

八
代
オ
ー
プ
ン
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会
が
、
３
月

７
日
・
８
日
の
２
日
間
、
市
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
茨
城
県
や
愛
知
県
、
西
日
本
各
地
か
ら
60
歳
以

上
の
男
女
１
１
０
チ
ー
ム
、
約
４
０
０
人
が
参
加
し
、

個
人
戦
と
団
体
戦
で
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
歌
手
の
八
代
亜
紀
さ
ん
も
応
援
に
駆

け
つ
け
、「
思
い
き
り
や
り
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
選
手
を
激
励
し
ま
し
た
。
八
代
さ
ん

と
中
村
市
長
に
よ
る
始
球
式
で
試
合
が
開
始
。
真
剣
な

表
情
で
ボ
ー
ル
を
打
ち
返
す
選
手
の
姿
が
見
ら
れ
、「
ナ

イ
ス
ボ
ー
ル
」「
よ
っ
し
ゃ
ー
」
な
ど
気
合
い
が
入
っ

た
掛
け
声
も
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

Town
   opics

                                   笑顔 de あいさつ  しあわせ発信！八代市
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◎八代少年少女合唱団 第41回定期演奏会
日時／5 月 3 日㈰
　　　午後2時開演（午後1時30分開場）
場所／厚生会館
費用／1,000 円（小学生未満は無料）
全席自由
その他／団員も募集（幼稚園～小学生の男女児）
問合せ／八代少年少女合唱団
　　　田邊☎090-8769-9510

◎平成27年度「土地月間」不動産無料相談会
日時／4月24日㈮　午前10時～午後3時
場所／市役所本庁
内容／不動産鑑定士による土地評価や不
　　　動産に関する相談
問合せ／熊本県不動産鑑定士協会
　　　☎096-385-5020

◎プロが教える有機農業 生ごみ先生!講演会
日時／4 月 26 日㈰
　　　講演会：正午～午後 3 時
　　　実　技：午後 3 時～ 5 時
場所／宮地公民館
講師／大地といのちの会 吉田俊道氏
定員／先着 100 人
費用／500 円
その他／実技は希望者のみ
問合せ／次世代のためにがんばろ会
　　　松浦☎32-5081

◎パソコンを通じて仲間づくり
日時／日曜日　午後1時30分～3時30分
　　　（要電話確認）
場所／NTT八代支店
内容／カメラからパソコンへ写真の取り
　　　込みや編集、Word を使ったア
　　　ルバム作りなど。
費用／3,000 円（6 回）
その他／高専教授や学生らによる指導。各自、
　　　パソコン持ち込み。教室見学可
問合せ／熊本シニアネット八代サロン
　　　久保田☎090-9591-0857

◎パノラマウォーキング 参加者募集
日時／4 月 26 日㈰　午前 9 時～正午
集合場所／遙拝神社
内容／八代のまちや天草・雲仙が見晴ら
　　　せる道を歩く
対象／どなたでも（歩行に支障がある人
　　　も参加可。車を利用できます）
定員／30 人程度
費用／200 円
その他／ぜんざいの振る舞いあり。保険
　　　は各自でお願いします。
問合せ／村上☎090-9584-6652

◎やつしろ子ども劇場 特別例会「空の村号」
日時／4月25日㈯　午後7時開演
場所／やつしろハーモニーホール
内容／震災と原発事故を経験した村と酪
　　　農一家の物語
対象／小学生以上
費用／2,000 円
問合せ／やつしろ子ども劇場☎35-3909

◎いきいき民謡舞踊教室
期日／毎月3 回
場所／太田郷公民館など
内容／初心者や高齢者に負担のかからな
　　　い曲で踊ります
対象／大人
定員／10 人
費用／5,000円
その他／稽古着持参
問合せ／路の会 西崎☎53-9690

◎日本拳法八代クラブ  生徒募集
日時／毎週土曜日　午後 7 時～ 9 時
場所／市総合体育館
対象／小学生以上
問合せ／日本拳法八代クラブ
　　　木野☎090-9569-5583

◎懐メロみんなで唄う会
［午前10時～11時30分の部］
4 月　3 日㈮　八千把公民館
4 月 10 日㈮　麦島公民館
4 月 21 日㈫　宮地公民館
4 月 22 日㈬　鏡農事センター
4 月 27 日㈪　松高公民館

［午後1時30分～3時30分の部］
4 月 11 日㈯　やつしろハーモニーホール
4 月 21 日㈫　氷川公民館
4 月 22 日㈬　高田公民館
対象／中高年齢者
定員／15 人
費用／500円
問合せ／鈴木☎32-5855

◎子育てセミナー
大切な子どもとのコミュニケーション
日時／4月19日㈰　午後1時30分～3時
場所／やつしろハーモニーホール
講師／倫理研究所 橋本多實子氏
対象／高校生までの子どもがいる親
費用／200 円（資料代）
問合せ／家庭倫理の会 林田☎090-4775-6184

◎カラーズ ミニバレー会員募集
日時／毎週水曜日　午後8時～9時30分
場所／市総合体育館
対象／50～60代の女性（初心者大歓迎）
費用／3カ月1,000円（初回保険料500円）
その他／試合には参加しません
問合せ／カラーズ 橋口☎080-3578-6913

◎八代史談会講演会
内膳塚の真相を探る
日時／4 月 12 日㈰　午後 3 時～
場所／やつしろハーモニーホール
講師／八代史談会 松山丈三氏
入場無料
問合せ／八代史談会 内田☎34-0878

◎女声合唱やつしろ メンバー募集
期日／毎週火曜と金曜
場所／八代カトリック教会
対象／合唱が好きな人
費用／3,000 円
問合せ／靏池☎32-2042

［ 伝言板の掲載基準を変更 ］
　掲載基準を変更しました。6 月号掲載
分から適用します。詳しくは市ホーム
ページの「広報やつしろ『伝言板』の利
用について」をご覧ください。
■目的から探す
　→各種申込書
　　→広報やつしろ「伝言板」の利用について

伝言板は、八代市内の団体・サークル・グループ・
愛好会などが、非営利（宗教・政治・営業以外）
で行う活動などの情報を掲載するコーナーです。
仲間募集やイベント告知などにご利用ください。
内容に関するお問合わせは、直接情報提供者へ。
★ 6月号の掲載申込締切は、4/22 ㈬です。

伝言板

◎秀岳館高校 陶芸教室
日時／4 月 16 日㈭から毎週木曜日実施
　　　（7 月までの 3 カ月間）
　　　午後 4 時～ 7 時 30 分
場所／秀岳館高校 建設科実習室
内容／手びねり、タタラ技法で食の器づ
　　　くり
対象／14 歳以上
定員／30 人
費用／月 2000 円× 3 カ月
申込・問合せ／4 月 9 日㈭までに秀岳館高校
　　　建設工業科まで申込み☎33-5134

◎芦原空手 道場生募集
日時／毎週水曜日　午後7 時～8 時
　　　毎週土曜日　午前8時30分～10時
　　　毎月第1・2月曜日　午後7時30分
　　　～8 時30 分
場所／氷川中学校 武道場
対象／6 歳以上
費用／月 2,000 円（入会金 2,000 円）
問合せ／本村☎050-5875-8366

◎食べる力は生きる力  第 3 回
日時／4 月 18 日㈯　午後 1 時～3 時
場所／グリーンコープ・スイートカフェ・まーぶる
内容／子どもの生活習慣病予防について
講師／吉野 啓子氏
定員／15 人
参加無料
問合せ／グリーンコープ・スイートカフェ・まーぶる
　　　☎35-5577

◎伝統文化日本舞踊八代市教室
日時／毎月 2 回（土曜日）
　　　午前 9 時～、午後 1 時～
場所／太田郷公民館など
内容／文化庁委嘱事業の伝統文化親子教室
対象／幼児～高校生
定員／10 人
費用／1,000 円
その他／稽古着や下着、小物類は無料賃借
問合せ／伝統文化日本舞踊八代市教室
　　　西崎☎53-9690
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　八代市のさまざまな観光ス
ポットをつないでルートを設
定。八代市の楽しみ方を提案し
た観光ガイドブックができまし
た。
　ルートをなぞるもよし、組み
合わせるもよし。ガイドブック
を片手にもっともっと「やつし
ろ」を満喫して、ふるさとを再
発見してみてください。

A ５版 全30ページ　無料配布
設置場所　観光振興課、各支所、

市内観光施設　など
※数に限りがあります。

問合せ
　観光振興課☎33-4115

プロ野球 ウエスタン・リーグ公式戦

試合開始12：30　開場10：00

福岡ソフトバンクホークス　　　　　　　　　 阪神タイガース

入場券　バックネット裏席　1,500 円
　　　　内　野　席　　　　1,000 円（当日 1,200 円）
　　　　外　野　席　　　　　無　料

問合せ　やつしろプロ野球公式戦実行委員会（カーライフ内）☎33-2399
　　　　観光振興課☎33-4115

イベント（受付10:00、野球場入口）　試合終了後：八代全小学生対象の野球教室
　ホークス選手サイン会　　　　（抽選100人、色紙は球団で準備）
　親子キャッチボール　　　　　（6～ 9歳の子どもと保護者24組）
　ホークス選手と写真撮影会　　（親子20組）
　ベンチから打撃練習見学　　　（親子10組）

県営八代野球場

５月6日  休

同時開催

ゆるり、八代の旅を遊ぼう。

レトロ浪漫な街歩き
日奈久温泉
お腹いっぱい幸せ時間
八代ひこいちDON

胸きゅん♡

萌える工場見学

ご
自

由にお持ち帰り
くだ

さ
い

TAKE
FREE !

Ya
tsu

shiro Tabiasobi no hon

八代市役所観光振興課
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Tel.0965・33・4115　Fax.0965・32・8944

やつしろ舟出浮き　4 月からはじまります

間近で八代伝統の漁を見学し、新鮮な魚を無人島で味わいます

　

や
つ
し
ろ
舟
出
浮
き
は
、
漁
師
さ
ん
と
漁
船
に
乗
り
込
み
、
八

代
海
の
伝
統
漁
法
を
間
近
で
見
学
し
た
後
、
無
人
島
（
黒
島
・
三

ツ
島
）
に
上
陸
し
、
新
鮮
な
海
の
幸
を
存
分
に
味
わ
う
海
の
レ

ジ
ャ
ー
で
す
。

　

や
つ
し
ろ
舟
出
浮
き
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時
代
に
お
殿
様
の

舟
遊
び
と
し
て
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
　
き　

４
月
上
旬
～
11
月
末

料
　
金　

船
１
隻
３
０
０
０
０
円
（
５
人
ま
で
）

　
　
　
　

１
人
増
す
ご
と
に
５
０
０
０
円
追
加

　

※
１
週
間
前
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

※
米
や
飲
み
物
は
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
（
米
１
合
１
０
０
円
で
準
備
で
き
ま
す
）

　

※
季
節
に
よ
っ
て
漁
法
や
料
理
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

や
つ
し
ろ
舟
出
浮
き

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク“
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ 

”キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
　
き　

４
月
25
日
㈯
～
５
月
６
日
㈬

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
料
金

　

小
学
生
１
０
０
０
円
／
人
（
通
常
２
５
０
０
円
）

　

小
学
生
未
満
無
料（
通
常
１
０
０
０
円
／
人
、

 

３
歳
未
満
は
無
料
）

　

た
だ
し
、
１
隻
に
つ
き
大
人
５
人
以
上
の
同
乗
が
あ
る
場
合
に

　

限
り
ま
す
。

予
約
・
問
合
せ　

八
代
市
観
光
物
産
案
内
所
☎
35
６
６
２
７
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